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水防活動の利

用に適合する

注意報・警報 

一般の利用に適

合する注意報・

警報・危険警

報・特別警報 

発表基準 

水防活動用 

気象注意報 

レベル２ 

大雨注意報 

大雨による災害が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

気象警報 

レベル３ 

大雨警報 

大雨による重大な災害が発生するおそれがあると予想し

たとき 

レベル４ 

大雨危険警報 

大雨による重大な災害が発生するおそれが大きいと予想

したとき 

レベル５ 

大雨特別警報 

台風や集中豪雨等により浸水害の起こるおそれが著しく

大きい降雨量に相当する大雨が予想される場合 

水防活動用 

洪水注意報 

レベル２ 

氾濫注意報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害が発生

するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

洪水警報 

レベル３ 

氾濫警報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、重大な災害

が発生するおそれがあると予想したとき 

レベル４ 

氾濫危険警報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、重大な災害

が発生するおそれが大きいと予想したとき 
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水防活動の利

用に適合する

注意報・警報 

一般の利用に適

合する注意報・

警報・特別警報 

発表基準 

水防活動用 

気象注意報 
大雨注意報 

大雨による災害が発生するおそれがあると予想したと

き 

水防活動用 

気象警報 

大雨警報 
大雨による重大な災害が発生するおそれがあると予想

したとき 

大雨特別警報 
大雨による重大な災害が発生するおそれが著しく大き

いと予想したとき 

水防活動用 

洪水注意報 
洪水注意報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害が発

生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

洪水警報 
洪水警報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、重大な災

害が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

高潮注意報 
高潮注意報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により災害が

発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

高潮警報 
高潮警報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な

災害が発生するおそれがあると予想したとき 
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レベル５ 

氾濫特別警報 

台風や集中豪雨等により河川の氾濫の起こるおそれが著

しく大きくなることが予想される場合 

水防活動用 

高潮注意報 

レベル２ 

高潮注意報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により災害が発

生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

高潮警報 

レベル３ 

高潮警報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な災

害が発生するおそれがあると予想したとき 

レベル４ 

高潮危険警報 

台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な災

害が発生するおそれが大きいと予想したとき 

レベル５ 

高潮特別警報 

台風や温帯低気圧等に伴う海面の異常上昇により浸水害

の起こるおそれが著しく大きくなることが予想される場

合 

水防活動用 

津波注意報 
津波注意報 

津波により災害が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

津波警報 

津波警報 
津波により重大な災害が発生するおそれがあると予想し

たとき 

津波特別警報 
津波により重大な災害が発生するおそれが著しく大きい

と予想したとき（なお、「大津波警報」の名称で発表する） 

 

꜠ⱬꜟ  

一次細

分区域 

市町村等を 

まとめた地域 

市町村

等 

表面雨量

指数基準 
流域雨量指数基準 

複合基準（表面雨量指数、流

域雨量指数） 

北部 ○○ ○○市 ○○ ○○川流域＝〇〇 〇〇川流域＝△△、〇〇 

【備考】 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※基準値は各流域のすべての地点に設定しているが、欄内には主な河川にお ける代表地点の基準値を記

載している。主な河川のない市町村等の基準値 は空欄としている。  

※欄中、「〇〇川流域＝〇〇」は、「〇〇川流域の流域雨量指数〇〇以上」を意味する。 

 ※欄中、「〇〇川流域＝△△、〇〇」は、「〇〇川流域の表面雨量指数△△以上 かつ流域雨量指数○○以

上」を意味する。 ※基準が設定されていない市町村等については、その欄を“－”で示している。 

 ꜠ⱬꜟ  

一次細

分区域 

市町村等を 

まとめた地域 

市町村

等 

表面雨量

指数基準 
流域雨量指数基準 

複合基準（表面雨量指数、流

域雨量指数） 

北部 ○○ ○○市 ○○ ○○川流域＝〇〇 〇〇川流域＝△△、〇〇 

【備考】 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※基準値は各流域のすべての地点に設定しているが、欄内には主な河川にお ける代表地点の基準値を記

載している。主な河川のない市町村等の基準値 は空欄としている。  

※欄中、「〇〇川流域＝〇〇」は、「〇〇川流域の流域雨量指数〇〇以上」を意味する。 

高潮特別警報 
台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な

災害が発生するおそれが著しく大きいと予想したとき 

水防活動用 

津波注意報 
津波注意報 

津波により災害が発生するおそれがあると予想したと

き 

水防活動用 

津波警報 

津波警報 
津波により重大な災害が発生するおそれがあると予想

したとき 

津波特別警報 

津波により重大な災害が発生するおそれが著しく大き

いと予想したとき（なお、「大津波警報」の名称で発表

する） 

β ─ ⌐ ∆╢ ─ │ ↑╠╣≡™⌂™⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次細分区域 
市町村等を 

まとめた地域 
市町村等 

表面雨量指数

基準 

土壌雨量指数

基準 

北部 ○○ ○○市 ○○ ○○ 

【備考】 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※土壌雨量指数基準は１km 四方毎に設定しているが、欄内の土壌雨量指数基

準は市町村内における基準値の最低値を示している。 

 

 

 

  

一次細分区域 
市町村等を 

まとめた地域 
市町村等 

表面雨量指数

基準 

土壌雨量指数

基準 

北部 ○○ ○○市 ○○ ○○ 

【備考】 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※土壌雨量指数基準は１km 四方毎に設定しているが、欄内の土壌雨量指数基

準は市町村内における基準値の最低値を示している。 
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 ※欄中、「〇〇川流域＝△△、〇〇」は、「〇〇川流域の表面雨量指数△△以上 かつ流域雨量指数○○以

上」を意味する。 ※基準が設定されていない市町村等については、その欄を“－”で示している。 

꜠ⱬꜟ  

一次細分

区域 

市町村等を 

まとめた地域 

市町村

等 

表面雨量

指数基準 
流域雨量指数基準 

北部 ○○ ○○市 ○○ ○○川流域＝〇〇 

【備考】 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※基準値は各流域のすべての地点に設定しているが、欄内には主な河川における代表地点の基準値を記

載している。主な河川のない市町村等の基準値 は空欄としている。  

※欄中、「〇〇川流域＝〇〇」は、「〇〇川流域の流域雨量指数〇〇以上」を意味する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次細

分区域 

市町村等を 

まとめた地域 

市町

村等 

流域雨量

指数基準 

複合基準（表面

雨量指数、流域

雨量指数） 

指定河川洪

水予報によ

る発表 

北部 ○○ ○ ○

市 

○○川流

域＝○○ 

○○川流域＝△

△、○○ 

○○川［△

△］ 

【備考】 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※基準値は各流域のすべての地点に設定しているが、欄内には主な河川にお

ける代表地点の基準値を記載している。主な河川のない市町村等の基準値

は空欄としている。 

※欄中、「○○川流域＝○○」は、「○○川流域の流域雨量指数○○以上」を意

味する。 

※欄中、「○○川流域＝△△、○○」は、「○○川流域の表面雨量指数△△以上

かつ流域雨量指数○○以上」を意味する。 

※基準が設定されていない市町村等については、その欄を“－”で示している。 

※「指定河川洪水予報による発表」の「○○川［△△］」は、「○○川に発表さ

れた指定河川洪水予報において、△△基準観測点で氾濫注意情報の発表基

準を満たしている場合に洪水注意報を発表する」ことを意味する。 

 

一次細

分区域 

市町村等を 

まとめた地域 

市町

村等 

流域雨量

指数基準 

複合基準（表面

雨量指数、流域

雨量指数） 

指定河川洪

水予報によ

る発表 

北部 ○○ ○ ○

市 

○○川流

域＝○○ 

○○川流域＝△

△、○○ 

○○川［△

△］ 

【備考】 
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╩ ∆╢  

│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ╩ ∆╢ ≤⇔≡⁸

◐◐◒ꜟ⁸ ◐◐◒ꜟ⁸ ◐◐◒ꜟ⅔╟┘ ─ ╩

∆╢⁹↓╣╠─ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

種  類 内  容 

浸水キキクル 短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、

地図上で１km 四方の領域ごとに５段階に色分けして示す

情報（常時 10 分毎に更新）。 

洪水キキクル 指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知

河川及びその他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予

測を、地図上で概ね１km ごとに５段階に色分けして示す

情報（常時 10 分毎に更新）。 

大雨キキクル 浸水キキクルと洪水キキクルを統合して示す情報 

流域雨量指数の予測値 水位周知河川及びその他河川の各河川を対象として、上流

域での降雨によって、下流の対象地点の洪水危険度がどれ

だけ高まるかを示した情報。６時間先までの雨量分布の予

測（降水短時間予報等）を取り込んで、流域に降った雨が

河川に集まり流れ下る量を計算して指数化した「流域雨量

指数」について、大雨警報等の基準への到達状況に応じて

危険度を色分けし時系列で表示した情報（常時 10 分毎に

更新）。 

 

 

 

 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※基準値は各流域のすべての地点に設定しているが、欄内には主な河川にお

ける代表地点の基準値を記載している。主な河川のない市町村等の基準値

は空欄としている。 

※欄中、「○○川流域＝○○」は、「○○川流域の流域雨量指数○○以上」を意

味する。 

※欄中、「○○川流域＝△△、○○」は、「○○川流域の表面雨量指数○○以上

かつ流域雨量指数○○以上」を意味する。 

※基準が設定されていない市町村等については、その欄を“－”で示している。 

※「指定河川洪水予報による発表」の「○○川［△△］」は、「○○川に発表さ

れた指定河川洪水予報において、△△基準観測点で氾濫警戒情報又は氾濫

危険情報の発表基準を満たしている場合に洪水警報を発表する」ことを意

味する。 

ה ╩ ∆╢  

│⁸ ⁸ ⁸ ╩ ∆╢ ≤⇔≡⁸

─ ⁸ ─ ⅔╟┘ ─ ╩

∆╢⁹↓╣╠─ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

種  類 内  容 

大雨警報（浸水害）の危

険度分布 

短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、地図

上で 1km 四方の領域ごとに 5 段階に色分けして示す情報（常

時 10 分毎に更新）。 

洪水警報の危険度分布 指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川

及びその他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予測を、地

図上で概ね 1km ごとに 5 段階に色分けして示す情報（常時 10

分毎に更新）。 

流域雨量指数の予測値 水位周知河川及びその他河川の各河川を対象として、上流域で

の降雨によって、下流の対象地点の洪水危険度がどれだけ高ま

るかを示した情報。6 時間先までの雨量分布の予測（降水短時

間予報等）を取り込んで、流域に降った雨が河川に集まり流れ

下る量を計算して指数化した「流域雨量指数」について、洪水

警報等の基準への到達状況に応じて危険度を色分けし時系列

で表示した情報（常時 10 分毎に更新）。 

 

 

 

一次細分区域 市町村等をまとめた地域 市町村等 潮位基準 

北部 ○○ ○○市 ○○ｍ 

【備考】 
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꜠ⱬꜟ  

一次細分区

域 

市町村等をまとめた地

域 

市町村等 潮位基準 

北部 ○○ ○○市 ○○ｍ 

【備考】 

※高潮危険警報の発表基準は、その基準を超えると浸水被害のおそれがある状況

となる高さに設定する。 

※レベル４高潮危険警報、レベル３高潮警報及びレベル２高潮注意報は、浸水被

害のおそれがある状況からリードタイムをとって発表する。 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※潮位の基準面は、東京湾平均海面（TP）である。 

※基準が設定されていない市町村等については、その欄を“－”で示している。 

ה    

現象の種類 基準 

大雨 台風や集中豪雨等により浸水害の起こるおそれが著しく大きい降雨量

に相当する大雨が予想される場合 

高潮 台風や温帯低気圧等に伴う海面の異常上昇により浸水害の起こるおそ

れが著しく大きくなることが予想される場合 

 

ה ─  

⌐╟╢ ─ ⅜ ↕╣╢ ⌐│⁸ ⅜⁸ ⁸

│ ╩ ∆╢⁹ 

▪    

▬ ↕╣╢ ─ ↕  

種類 

予想される津波の高さ 

高さの区分（発表基準） 
数値での

表現 

巨大地震の 

場合の表現 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※潮位の基準面は、東京湾平均海面（TP）である。 

※基準が設定されていない市町村等については、その欄を“－”で示している。 

 

一次細分区域 市町村等をまとめた地域 市町村等 潮位基準 

北部 ○○ ○○市 ○○ｍ 

【備考】 

※基準値における「･･･以上」の「以上」は省略した。 

※潮位の基準面は、東京湾平均海面（TP）である。 

※基準が設定されていない市町村等については、その欄を“－”で示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה   

現象の種類 基準 

大雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、若

しくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨に

なると予想される場合 

高潮 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により高潮になると

予想される場合 

ה ─  

⌐╟╢ ─ ⅜ ↕╣╢ ⌐│⁸ ⅜⁸ ⁸

│ ╩ ∆╢⁹ 

▪    

▬ ↕╣╢ ─ ↕  

種類 

予想される津波の高さ 

高さの区分 

（発表基準） 
数値での表現 巨大地震の場合の表現 
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大津波

警報 

10ｍ＜予想される津波の最大波の高さ 10ｍ超 

巨大 ５ｍ＜予想される津波の最大波の高さ≦10ｍ 10ｍ 

３ｍ＜予想される津波の最大波の高さ≦５ｍ ５ｍ 

津波 

警報 
１ｍ＜予想される津波の最大波の高さ≦３ｍ ３ｍ 高い 

津波 

注意報 
0.2m≦予想される津波の最大波の高さ≦１ｍ １ｍ （表記しない） 

          

   

   

►    

◄    

⅜ ∆╢  

│⁸ ↕╣╢ ⅜ ⌐ ≢№╢√╘ ⌂ ─ ↓╢⅔∕

╣⅜ ⇔ↄ ⅝™ ≤⇔≡ ∕─ ⌐ ⇔ ⅜ ╘╢ ⌐

∆╢ ⌐│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡─ ─ ⌐ ∆

╢ ╩∆╢⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⅜

⌐ ↑╠╣╢⁹ 

╕√⁸ ─ │ ↑╠╣≡™⌂™⁹ 

     

2 ─ ┘  

ᵑ ─  

    

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定するこ

ととされており、法第 10 条第１項及び気象業務法第 14 条の２第１項の規定により気象

庁が単独で行う水防活動の利用に適合する注意報及び警報について、その名称や発表基

準、伝達経路、伝達手段を記述する。伝達経路については、法令で定められた経路のほ

か、協定等で決められた経路についても記述する。また、伝達手段については、各機関

の機器の更新状況等を確認し、最新の伝達手段を記載するようにする。機器障害等によ

り通常の伝達経路が途絶した場合の代替の伝達経路、伝達手段についても明確にしてお

くこと。 

ᵒ   

4.2  ⌐⅔↑╢  

1 ┘  

│⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ─ ╩ ↑

大津波警報 

１０ｍ～ １０ｍ超 

巨大 ５ｍ～１０ｍ １０ｍ 

３ｍ～５ｍ ５ｍ 

津波警報 １ｍ～３ｍ ３ｍ 高い 

津波注意報 ２０ｃｍ～１ｍ １ｍ （表記しない） 

   

 

 

   

   

►    

◄    

⅜ ∆╢  

│⁸ ↕╣╢ ⅜ ⌐ ≢№╢√╘ ⌂ ─ ↓╢⅔∕

╣⅜ ⇔ↄ ⅝™ ≤⇔≡ ∕─ ⌐ ⇔ ⅜ ╘╢ ⌐

∆╢ ⌐│⁸ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡─ ─ ⌐ ∆╢

╩∆╢⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⅜ ⌐

↑╠╣╢⁹ 

╕√⁸ ─ │ ↑╠╣≡™⌂™⁹ 

     

2 ─ ┘  

ᵑ ─  

    

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定するこ

ととされており、法第 10 条第１項及び気象業務法第 14 条の２第１項の規定により気象

庁が単独で行う水防活動の利用に適合する注意報及び警報について、その種類や発表基

準、伝達経路、伝達手段を記述する。伝達経路については、法令で定められた経路のほ

か、協定等で決められた経路についても記述する。また、伝達手段については、各機関

の機器の更新状況等を確認し、最新の伝達手段を記載するようにする。機器障害等によ

り通常の伝達経路が途絶した場合の代替の伝達経路、伝達手段についても明確にしてお

くこと。 

ᵒ   

4.2  ⌐⅔↑╢  

1 ┘  

│⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ─ ╩ ↑
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√≤⅝⁸ │ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩⇔√≤⅝│⁸

┘ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂ ─

╩ ╘≡⁸↓╣╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

╕√⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩⇔√ │⁸

─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⌐∕─ ⌐ ╢ ╩ ∆╢╙

─≤∆╢⁹ 

∆╢ ─ ⁸ ⌂ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

情報名 発表基準 

レベル２ 

氾濫注意報 

基準地点の水位が氾濫注意水位（警戒水位）に到達し、更に水位

上昇が見込まれるとき 

レベル３ 

氾濫警報 

基準地点の水位が一定時間後に氾濫危険水位に到達することが見

込まれるとき、又は、避難判断水位に到達し、更に水位上昇が見

込まれるとき 

レベル４ 

氾濫危険警報 

基準地点の水位が氾濫危険水位に到達したとき、又は、急激な水

位上昇によりまもなく氾濫危険水位を超え、さらに水位の上昇が

見込まれるとき 

レベル５ 

氾濫発生情報 

氾濫が発生又は氾濫発生水位に到達したとき 

※レベル５氾濫特別警報と一体的に発表 

レベル２ 

氾濫注意報 

（警報解除） 

レベル４氾濫危険警報又はレベル３氾濫警報を発表中に、基準水

位観測所の水位が避難判断水位を下回ったとき（氾濫注意水位を

下回った場合を除く）、又は、氾濫警報発表中に、基準水位観測所

の水位の上昇が見込まれなくなったとき（氾濫危険水位に達した

ときを除く） 

レベル２ 

氾濫注意報解除 

レベル５氾濫発生情報、レベル４氾濫危険警報、レベル３氾濫警

報又はレベル２氾濫注意報を発表中に、基準水位観測所の水位が

氾濫注意水位を下回り、氾濫のおそれがなくなったとき 

 

2 ⅜ ℮  

ᵑ   

ᵒ ─ ≤⌂╢  

 

予報 

区域名 

河川名 観測所

名 

地先名 水防団 

待機 

水位 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水位） 

避難 

判断 

水位 

氾濫 

危険 

水位 

氾濫 

発生 

水位 

○○川

上流 

○○川 ○○ ○○県

○○市

○○ 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

√≤⅝⁸ │ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩⇔√≤⅝│⁸

┘ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂ ─

╩ ╘≡⁸↓╣╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

╕√⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩⇔√ │⁸

─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⌐∕─ ⌐ ╢ ╩ ∆╢╙

─≤∆╢⁹ 

∆╢ ─ ⁸ ⌂ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

種 類 発表基準 

氾濫注意情報 

（洪水注意報） 

基準地点の水位が氾濫注意水位（警戒水位）に到達し、更に水位

上昇が見込まれるとき 

氾濫警戒情報 

（洪水警報） 

基準地点の水位が一定時間後に氾濫危険水位に到達することが見

込まれるとき、又は、避難判断水位に到達し、更に水位上昇が見

込まれるとき 

氾濫危険情報 

（洪水警報） 

基準地点の水位が氾濫危険水位に到達したとき、又は、急激な水

位上昇によりまもなく氾濫危険水位を超え、さらに水位の上昇が

見込まれるとき 

氾濫発生情報 

（洪水警報） 
氾濫が発生したとき 

氾濫注意情報 

（警戒情報解除） 

氾濫危険情報又は氾濫警戒情報を発表中に、基準水位観測所の水

位が避難判断水位を下回ったとき（氾濫注意水位を下回った場合

を除く）、又は、氾濫警戒情報発表中に、基準水位観測所の水位の

上昇が見込まれなくなったとき（氾濫危険水位に達したときを除

く） 

氾濫注意情報解除 

氾濫発生情報、氾濫危険情報、氾濫警戒情報又は氾濫注意情報を

発表中に、基準水位観測所の水位が氾濫注意水位を下回り、氾濫

のおそれがなくなったとき 

 

2 ⅜ ℮  

ᵑ   

ᵒ ─ ≤⌂╢  

 

予報 

区域名 
河川名 

観測

所名 
地先名 

水防団 

待機 

水位 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水位） 

避難 

判断 

水位 

氾濫 

危険 

水位 

○○川

上流 

○○川 ○○ ○ ○ 県

○ ○ 市

○○ 

○.○○m ○.○○m ○.○○m ○.○○m 
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ᵓ ᵖ   

3 ≤ ⅜ ≢ ℮  

ᵑ   

ᵒ ─ ≤⌂╢  

予報 

区域名 

河川名 観測所

名 

地先名 水防団 

待機 

水位 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水位） 

避難 

判断 

水位 

氾濫 

危険 

水位 

氾濫 

発生 

水位 

○○川

上流 

○○川 ○○ ○○県

○○市

○○ 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

ᵓ ─  

 

予報区域名 担当官署 

○○川上流 
○○土木事務所 

○○地方気象台 

ᵔ ᵖ   

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定すること

とされており、法第 10 条第２項、法第 11 条第１項並びに気象業務法第 14 条の２第３項

及び第４項の規定により国土交通省と気象庁又は都道府県と気象庁が共同で行う水防活

動の利用に適合する注意報及び警報について、情報の名称、発表基準のほか、予報区域

名、対象となる河川区間や基準水位観測所、情報の伝達経路、伝達手段を記述する。法第

10 条第２項に規定された氾濫後の予報が実施されている場合は、氾濫後の予報に関して

も同様の内容について記述する。なお、平成 25 年の水防法改正により、避難情報発令の

判断に資するため、関係市町村長への通知が追加されており、大臣から洪水予報の通知

を受けた場合には、同じ内容が大臣から関係市町村長へも通知される。 

【必須】伝達経路については、予報区域別に、法令で定められた経路のほか、協定等で決

められた経路についても記述する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況

等を確認し、最新の伝達手段を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路

が途絶した場合の代替の伝達経路、手段についても明確にしておくこと。 

【必須】氾濫危険水位は、箇所毎の危険水位を洪水予報観測所に換算した水位のうち、洪

水予報の受け持つ予報区域において最も低い水位である。箇所毎の危険水位は、計画高

水位もしくは越水又は溢水が発生するまでのリードタイムを考慮して設定した水位のど

ちらか低い方の水位をもって設定する。 

【必須】氾濫発生水位は、箇所毎の氾濫開始水位を洪水予報観測所地点に換算した水位

（氾濫開始相当水位）のうち、洪水予報の受け持つ予報区域において最も低い水位であ

り、これまで「氾濫する可能性のある水位」と称していた水位のことである。箇所毎の氾

ᵓ ᵖ   

3 ≤ ⅜ ≢ ℮  

ᵑ   

ᵒ ─ ≤⌂╢  

予報 

区域名 
河川名 

観測

所名 
地先名 

水防団 

待機 

水位 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水位） 

避難 

判断 

水位 

氾濫 

危険 

水位 

○○川

上流 

○○川 ○○ ○ ○ 県

○ ○ 市

○○ 

○.○○

m 

○.○○m ○.○○m ○.○○m 

ᵓ ─  

 

予報区域名 担当官署 

○○川上流 
○○河川事務所 

○○地方気象台 

ᵔ ᵖ   

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定すること

とされており、法第 10 条第２項、法第 11 条第１項並びに気象業務法第 14 条の２第２項

及び第３項の規定により国土交通省と気象庁又は都道府県と気象庁が共同で行う水防活

動の利用に適合する注意報及び警報について、情報の種類、発表基準のほか、予報区域

名、対象となる河川区間や基準水位観測所、情報の伝達経路、伝達手段を記述する。法第

10 条第２項に規定された氾濫後の予報が実施されている場合は、氾濫後の予報に関して

も同様の内容について記述する。なお、平成 25 年の水防法改正により、避難情報発令の

判断に資するため、関係市町村長への通知が追加されており、大臣から洪水予報の通知

を受けた場合には、同じ内容が大臣から関係市町村長へも通知される。 

【必須】伝達経路については、予報区域別に、法令で定められた経路のほか、協定等で決

められた経路についても記述する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況

等を確認し、最新の伝達手段を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路

が途絶した場合の代替の伝達経路、手段についても明確にしておくこと。 

【必須】氾濫危険水位は、箇所毎の危険水位を洪水予報観測所に換算した水位のうち、洪

水予報の受け持つ予報区域において最も低い水位である。箇所毎の危険水位は、計画高

水位もしくは越水又は溢水が発生するまでのリードタイムを考慮して設定した水位のど

ちらか低い方の水位をもって設定する。 
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濫開始水位は、堤防天端高又は背後地盤高など氾濫が開始する水位をもって設定する。 

【必須】原則として、洪水予報は越水・溢水による氾濫を対象としているが、漏水・侵

食、河川管理施設の機能支障等による氾濫についても情報を提供することが必要であり、

水防法では、河川管理者が管理する河川について、これらを原因として浸水想定区域に

おける氾濫による著しい危険が切迫していると認める場合には、河川管理者からの通報

を受けた都道府県は、水防管理者等に通知し、水防管理者等は直ちに関係者（関係機関・

団体）に通報しなければならないこととされている。そのため、第 10 章において、重要

水防箇所等の巡視及び警戒、決壊・漏水等の通報に関する措置を定めることとする。 

【推奨】対象河川の浸水想定区域に含まれる市町村名も記述しておくことが望ましい。

また、関係市町村長は、洪水予報の通知を、水防管理者として知事から、避難情報の発令

を判断する市町村長として大臣又は知事からそれぞれ受けることとなるが、避難情報の

発令基準となる具体的な水位については、市町村地域防災計画に定めておくことが望ま

しい。 

 4.3  ⌐⅔↑╢  

1 ┘  

│⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ─ ╩

↑√≤⅝⁸ │ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ⅜

13 ┘ ⌐ ↕╣╢ ⌐ ⇔√≤⅝│⁸

∕─ ╩ ─ │ ╩ ⇔≡ ┘

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂≡ ─ ╩ ╘≡⁸ ⌐

↕∑╢⁹ 

╕√⁸ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡

│ ⅛╠⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡│ ⅛╠⁸ ⌐∕

─ ⌐ ╢ ╩ ∆╢⁹ 

⁸ ┼─ ꜠ⱬꜟ

⁸꜠ⱬꜟ ┘⌐ ╩ ∫√ ─

꜠ⱬꜟ ─ │⁸ ⌂ ≢ ℮↓≤≤∆╢⁹ 

∆╢ ─ ⁸ ⌂ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

種 類 発表基準 

レベル２ 

氾濫注意情報 
基準地点の水位が氾濫注意水位（警戒水位）に到達したとき 

レベル３ 

氾濫警戒情報 
基準地点の水位が避難判断水位に到達したとき 

レベル４ 

氾濫危険情報 
基準地点の水位が氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）に到達したとき 

レベル５ 

氾濫発生情報 
氾濫が発生又は氾濫発生水位に到達したとき 

レベル２氾濫 レベル５氾濫発生情報、レベル４氾濫危険情報、レベル３氾濫警戒情

 

【必須】原則として、洪水予報は越水・溢水による氾濫を対象としているが、漏水・侵食

による氾濫についても情報を提供することが必要であり、水防法では、異常な漏水等が

発生した場合には、水防管理者等は直ちに関係者（関係機関・団体）に通報しなければな

らないこととされている。そのため、第 10 章において、重要水防箇所等の巡視及び警戒、

決壊・漏水等の通報に関する措置を定めることとする。 

 

 

【推奨】対象河川の浸水想定区域に含まれる市町村名も記述しておくことが望ましい。

また、関係市町村長は、洪水予報の通知を、水防管理者として知事から、避難情報の発令

を判断する市町村長として大臣又は知事からそれぞれ受けることとなるが、避難情報の

発令基準となる具体的な水位については、市町村地域防災計画に定めておくことが望ま

しい。 

4.3 ⌐⅔↑╢  

1 ┘  

│⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ─ ╩

↑√≤⅝⁸ │ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ⅜

13 ┘ ⌐ ↕╣╢ ⌐ ⇔√≤⅝│⁸

∕─ ╩ ─ │ ╩ ⇔≡ ┘

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂≡ ─ ╩ ╘≡⁸ ⌐

↕∑╢⁹ 

╕√⁸ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡

│ ⅛╠⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡│ ⅛╠⁸ ⌐∕

─ ⌐ ╢ ╩ ∆╢⁹ 

⁸ ┼─ ╩

∫√ ─ ─ ╩ ╗⁹⁸ ─

│⁸ ⌂ ≢ ℮↓≤≤∆╢⁹ 

∆╢ ─ ⁸ ⌂ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

種 類 発表基準 

氾濫注意情報 基準地点の水位が氾濫注意水位（警戒水位）に到達したとき 

氾濫警戒情報 基準地点の水位が避難判断水位に到達したとき 

氾濫危険情報 基準地点の水位が氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）に到達したとき 

氾濫発生情報 氾濫が発生したとき 

氾濫注意情報

解除 

氾濫発生情報、氾濫危険情報、氾濫警戒情報又は氾濫注意情報を発表

中に、基準水位観測所の水位が氾濫注意水位を下回り、氾濫のおそれ

がなくなったとき 
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注意情報解除 報又はレベル２氾濫注意情報を発表中に、基準水位観測所の水位が氾

濫注意水位を下回り、氾濫のおそれがなくなったとき 

 

2 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

 

河川

名 

観測

所名 

地先名 水防団

待機 

水位 

（通報水

位） 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水

位） 

避難判

断水位 

氾濫 

危険 

水位 

（洪水特別

警戒水位） 

計画高 

水位 

 

氾濫 

発生 

水位 

関係水

防管理

団体 

○ ○

川 

○○ ○○県

○○市

○○ 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○○市 

ᵓ ᵖ   

3 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

 

河川

名 

観測

所名 

地先名 水防団

待機 

水位 

（通報水

位） 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水

位） 

避難判

断水位 

氾濫 

危険 

水位 

（洪水特別

警戒水位） 

計画高 

水位 

 

氾濫 

発生 

水位 

関係水

防管理

団体 

○ ○

川 

○○ ○○県

○○市

○○ 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○○市 

ᵓ ─ ─  

 

河川名 担当官署 

○○川 ○○土木事務所 

ᵔ ᵖ   

＜解説＞ 

【必須】【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規

定することとされており、法第 13 条の規定により国土交通省又は都道府県が行う水位

到達情報の通知について、情報の種類、発表基準のほか、対象となる河川区間や基準水

位観測所、情報の伝達経路、伝達手段を記述する。なお、平成 25 年の水防法改正によ

 

 

 

2 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

 

河川名 観測

所名 

地先名 水防団

待機 

水位 

（通報水位） 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水

位） 

避難判

断水位 

氾濫 

危険 

水位 

（洪水特別

警戒水位） 

計画高 

水位 

 

関係水

防管理

団体 

○○川 ○○ ○○県○

○市○○ 

○.○○m ○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○○市 

 

ᵓ ᵖ   

3 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

 

河川名 観測

所名 

地先名 水防団

待機 

水位 

（通報水

位） 

氾濫 

注意 

水位 

（警戒水

位） 

避難判

断水位 

氾濫 

危険 

水位 

（洪水特別

警戒水位） 

計画高 

水位 

 

関係水

防管理

団体 

○○川 ○○ ○○県○○

市○○ 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○.○○

m 

○○市 

 

ᵓ ─ ─  

 

河川名 担当官署 

○○川 ○○河川事務所 

ᵔ ᵖ   

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定するこ

ととされており、法第 13 条の規定により国土交通省又は都道府県が行う水位到達情報

の通知について、情報の種類、発表基準のほか、対象となる河川区間や基準水位観測

所、情報の伝達経路、伝達手段を記述する。なお、平成 25 年の水防法改正により、避
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り、避難情報発令の判断に資するため、関係市町村長への通知が追加されており、大臣

が指定した河川について大臣から、知事が指定した河川については知事から、水位到達

情報が関係市町村長にも通知される。 

【必須】水位周知河川における水位到達情報の発表は、法第 13 条第１項の規定に基づ

き行う氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）への到達情報の発表のほか、「洪水等に関す

る防災情報体系の見直しについて」（平成 18 年 10 月１日河川局長通知）に基づき、氾

濫注意水位（警戒水位）、及び避難判断水位への到達情報（レベル３氾濫警戒情報）、レ

ベル５氾濫発生情報の発表並びに氾濫注意水位を下回った場合の情報（レベル２氾濫注

意情報解除）の発表を行うことができるよう、情報の種類や発表基準に適宜補足を行う

こと。なお、「洪水時における情報提供の充実について」（平成 26 年４月８日、国水環

第２号）に基づき、原則として平成 27 年４月から洪水特別警戒水位は氾濫危険水位に

相当するものと変更することとした。なお、令和８年から新しい防災気象情報体系の見

直しにあわせ、情報名の前に「レベル○」をつけることとした。 

【必須】伝達経路については、対象河川区間別に、資料４－５、４－６に示した水防法

に基づく経路に加え、その他法令で定められた経路や、協定等で決められた経路につい

ても記述する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況等を確認し、最新

の伝達手段を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路が途絶した場合の

代替の伝達経路、伝達手段についても明確にしておくこと。 

【必須】氾濫危険水位は、箇所毎の危険水位を水位周知観測所に換算した水位のうち、

その観測所の受け持つ水位周知区間において最も低い水位である。箇所毎の危険水位

は、計画高水位もしくは越水又は溢水が発生するまでのリードタイムを考慮して設定し

た水位のどちらか低い方の水位をもって設定する。 

【推奨】氾濫発生水位は、箇所毎の氾濫開始水位を水位周知観測所地点に換算した水位

（氾濫開始相当水位）のうち、受け持つ区域において最も低い水位であり、これまで

「氾濫する可能性のある水位」と称していた水位のことである。氾濫等の通報の対象河

川となった水位周知河川においては、氾濫発生水位の設定を行う。箇所毎の氾濫開始水

位は、堤防天端高又は背後地盤高など氾濫が開始する水位をもって設定する。なお、氾

濫発生水位の設定に時間を要す場合は、水位観測所や危機管理水位計の設置箇所が受け

持ち区域内での氾濫発生の判断に対して代表性があれば、その水位を活用して当面運用

することも考えられる。 

【必須】原則として、水位周知は越水・溢水による氾濫を対象としているが、漏水・侵

食、河川管理施設の機能支障等による氾濫についても情報を提供することが必要であ

り、水防法では、河川管理者が管理する河川について、これらを原因として浸水想定区

域における氾濫による著しい危険が切迫していると認める場合には、河川管理者からの

通報を受けた都道府県は、水防管理者等に通知し、水防管理者等は直ちに関係者（関係

機関・団体）に通報しなければならないこととされている。そのため、第 10 章におい

て、重要水防箇所等の巡視及び警戒、決壊・漏水等の通報に関する措置を定めることと

する。 

難情報発令の判断に資するため、関係市町村長への通知が追加されており、大臣が指定

した河川について大臣から、知事が指定した河川については知事から、水位到達情報が

関係市町村長にも通知される。 

【必須】水位周知河川における水位到達情報の発表は、法第 13 条第１項の規定に基づ

き行う氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）への到達情報の発表のほか、「洪水等に関す

る防災情報体系の見直しについて」（平成 18 年 10 月１日河川局長通知）に基づき、氾

濫注意水位（警戒水位）、及び避難判断水位への到達情報、氾濫発生情報の発表並びに

氾濫注意水位を下回った場合の情報（氾濫注意情報解除）の発表を行うことができるよ

う、情報の種類や発表基準に適宜補足を行うこと。なお、「洪水時における情報提供の

充実について」（平成 26 年 4 月 8 日、国水環第 2 号）に基づき、原則として平成 27 年

4 月から洪水特別警戒水位は氾濫危険水位に相当するものと変更することとした。 

 

 

【必須】伝達経路については、対象河川区間別に、資料４－５、４－６に示した水防法

に基づく経路に加え、その他法令で定められた経路や、協定等で決められた経路につい

ても記述する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況等を確認し、最新

の伝達手段を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路が途絶した場合の

代替の伝達経路、伝達手段についても明確にしておくこと。 

【必須】氾濫危険水位は、箇所毎の危険水位を水位周知観測所に換算した水位のうち、

その観測所の受け持つ水位周知区間において最も低い水位である。箇所毎の危険水位

は、計画高水位もしくは越水又は溢水が発生するまでのリードタイムを考慮して設定し

た水位のどちらか低い方の水位をもって設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【必須】原則として、水位周知は越水・溢水による氾濫を対象としているが、漏水・侵

食による氾濫についても情報を提供することが必要であり、断面不足等に起因する漏水

等に関する危険情報が水位到達情報に反映されないこととなる。一方、水防法では、異

常な漏水等が発生した場合には、水防管理者等は直ちに関係者（関係機関・団体）に通

報しなければならないこととされている。そのため、第 10 章において、重要水防箇所

等の巡視及び警戒、決壊・漏水等の通報に関する措置を定めることとする。 
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【推奨】対象河川の浸水想定区域に含まれる市町村名も記述しておくことが望ましい。

また、関係市町村長は、水位到達情報の通知を、水防管理者として知事から、避難情報

の発令を判断する市町村長として大臣又は知事からそれぞれ受けることとなるが、避難

情報の発令基準となる具体的な水位については、市町村地域防災計画に定めておくこと

が望ましい。 

 

4.4  ⌐⅔↑╢  

1 ┘  

    

種 類 発表基準 

内水氾濫危険情報 
基準水位観測所の水位が内水氾濫危険水位（雨水出水特別

警戒水位）に到達したとき 

レベル５氾濫発生情報 氾濫が発生又は氾濫発生水位に達したとき 

内水氾濫危険情報解除 
基準水位観測所の水位が内水氾濫危険水位（雨水出水特別

警戒水位）を下回り、氾濫のおそれがなくなったとき 

 

2 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

 

排水施設

等 

観測

所名 
地先名 

内水氾濫危険水位 

（雨水出水特別警戒水位） 
氾濫発生水位 

関係水防

管理団体 

○○ポン

プ施設 
○○ 

○○県

○○市

○○ 

○.○○m ○.○○m 

○○市、○

○ 水 防 事

務組合 

○○貯留

施設 
○○ 

○○県

○○市

○○ 

○.○○m ○.○○m 

○○市、○

○ 水 防 事

務組合 

ᵓ ᵖ   

3 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

     

排水施設

等 

観測

所名 
地先名 

内水氾濫危険水位 

（雨水出水特別警戒水位） 
氾濫発生水位 

関係水防管

理団体 

【推奨】対象河川の浸水想定区域に含まれる市町村名も記述しておくことが望ましい。

また、関係市町村長は、水位到達情報の通知を、水防管理者として知事から、避難情報

の発令を判断する市町村長として大臣又は知事からそれぞれ受けることとなるが、避難

情報の発令基準となる具体的な水位については、市町村地域防災計画に定めておくこと

が望ましい。 

 

4.4  ⌐⅔↑╢  

1 ┘  

    

種 類 発表基準 

内水氾濫危険情報 
基準水位観測所の水位が内水氾濫危険水位（雨水出水特別警

戒水位）に到達したとき 

内水氾濫危険情報解除 
基準水位観測所の水位が内水氾濫危険水位（雨水出水特別警

戒水位）を下回り、氾濫のおそれがなくなったとき 

 

 

2 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

 

排水施設等 
観測

所名 
地先名 

内水氾濫危険水位 

（雨水出水特別警戒水位） 

関係水防管理

団体 

○○ポンプ施

設 
○○ ○○県○○市○○ ○.○○m 

○○市、○○

水防事務組合 

○○貯留施設 ○○ ○○県○○市○○ ○.○○m 
○○市、○○

水防事務組合 

 

 

ᵓ ᵖ   

3 ⅜ ℮ ─  

ᵑ   

ᵒ ─ ─ ≤⌂╢  

 

排水施設等 
観測

所名 
地先名 

内水氾濫危険水位 

（雨水出水特別警戒水位） 

関係水防管理

団体 

○○ポンプ施

設 
○○ ○○県○○市○○ ○.○○m 

○○市、○○

水防事務組合 
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○○ポン

プ施設 
○○ 

○ ○ 県

○ ○ 市

○○ 

○.○○m ○.○○m 

○○市、○

○水防事務

組合 

○○貯留

施設 
○○ 

○ ○ 県

○ ○ 市

○○ 

○.○○m ○.○○m 

○○市、○

○水防事務

組合 

ᵓ ᵖ   

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定すること

とされており、法第 13 条の２の規定により都道府県又は市町村が行う水位到達情報の通

知について、情報の種類、発表基準のほか、対象となる下水道や基準水位観測所、情報の

伝達経路、伝達手段を記述する。なお、法第 13 条の４に基づき、都道府県知事が発表す

る水位到達情報については、避難情報発令の判断に資するため、関係市町村長へ通知す

る必要がある。 

【必須】法第 13 条の２に定める雨水出水特別警戒水位は、発表する情報においては内水

氾濫危険水位という名称を用いるとともに、情報の種類は水位周知河川と同様「内水氾

濫危険情報」として行うよう、発表する情報の種類及び発表基準の表を記載すること。 

【必須】伝達経路については、対象下水道別に、資料４－８、４－９に示した水防法に基

づく経路に加え、その他法令で定められた経路や、協定等で決められた経路についても

記述する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況等を確認し、最新の伝達

手段を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路が途絶した場合の代替の

伝達経路、伝達手段についても明確にしておくこと。内水氾濫危険水位到達から氾濫す

るまでの時間はきわめて短いことから、伝達系統にはメールの活用等、瞬時に伝達でき

る手段を記載すること。なお、市町村が発表する情報については、都道府県へも伝達する

よう、水防計画に定めるものとする。 

【必須】内水氾濫危険水位は、内水による災害の発生を特に警戒すべき水位であり、主に

一般的なビル等の地下空間の利用者を対象に、地上部までの避難に要する時間と下水道

の水位の上昇速度を考慮して設定した水位である。 

【必須】氾濫発生水位は、内水により相当の被害が生じる氾濫の発生する水位であり、主

に一般的なビル等の地下空間への浸水を対象に、地下空間入り口の地盤高や下水道の水

位との関係等を考慮して設定した水位である。 

【推奨】対象水位周知下水道の浸水想定区域に含まれる市町村名、地区名も記述してお

くことが望ましい。 

 

 4.5  ⌐⅔↑╢  

  1 ┘  

│ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ─⅔∕╣⅜№╢≤ ╘╠╣

○○貯留施設 ○○ ○○県○○市○○ ○.○○m 
○○市、○○

水防事務組合 

 

 

 

 

    ᵓ ᵖ   

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定すること

とされており、法第 13 条の２の規定により都道府県又は市町村が行う水位到達情報の通

知について、情報の種類、発表基準のほか、対象となる下水道や基準水位観測所、情報の

伝達経路、伝達手段を記述する。なお、法第 13 条の４に基づき、都道府県知事が発表す

る水位到達情報については、避難情報発令の判断に資するため、関係市町村長へ通知す

る必要がある。 

【必須】法第 13 条の２に定める雨水出水特別警戒水位は、発表する情報においては内水

氾濫危険水位という名称を用いるとともに、情報の種類は水位周知河川と同様「内水氾

濫危険情報」として行うよう、発表する情報の種類及び発表基準の表を記載すること。 

【必須】伝達経路については、対象下水道別に、資料４－７～４－10 に示した水防法に

基づく経路に加え、その他法令で定められた経路や、協定等で決められた経路について

も記述する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況等を確認し、最新の伝

達手段を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路が途絶した場合の代替

の伝達経路、伝達手段についても明確にしておくこと。内水氾濫危険水位到達から氾濫

するまでの時間はきわめて短いことから、伝達系統にはメールの活用等、瞬時に伝達で

きる手段を記載すること。なお、市町村が発表する情報については、都道府県へも伝達す

るよう、水防計画に定めるものとする。 

【必須】内水氾濫危険水位は、内水による災害の発生を特に警戒すべき水位であり、主に

一般的なビル等の地下空間の利用者を対象に、地上部までの避難に要する時間と下水道

の水位の上昇速度を考慮して設定した水位である。 

 

 

 

【推奨】対象水位周知下水道の浸水想定区域に含まれる市町村名、地区名も記述してお

くことが望ましい。 
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╢≤⅝│⁸ ┘ ≤ ⇔≡⁸ ⇔⁸ ┘

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂ ─ ╩ ╘≡⁸

↓╣╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

╕√⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩⇔√

│⁸ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⌐∕─ ⌐ ╢

╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

↓─ ⁸ ⅜ ⌐╟╢ ⇔™ ⅜ ⇔≡™╢ ╩ ↑√≤

⅝⁸∕─ ⌐╟╡ ⌂ ╩ ∏╢⅔∕╣⅜№╢≤ ╘╢≤⅝│⁸

┘ ┘⌐ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐

∂ ─ ╩ ╘≡⁸↓╣╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

∆╢ ─ ⁸ ⌂ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

情報名 発表基準 

レベル２ 

高潮注意報 

高潮により、水位（潮位＋波の打上げ高）の予測値がレベル５基

準に、潮位の予測値がレベル４基準（潮位が超えると浸水被害のお

それがある状況となる高さ）に達すると予想される約１８時間前ま

でに発表 

レベル３ 

高潮警報 

高潮により、水位（潮位＋波の打上げ高）の予測値がレベル５基

準に、潮位の予測値がレベル４基準（潮位が超えると浸水被害のお

それがある状況となる高さ）に達すると予想される約１２時間前ま

でに発表 

レベル４ 

高潮危険警報 

高潮により、水位（潮位＋波の打上げ高）の予測値がレベル５基

準に、潮位の予測値がレベル４基準（潮位が超えると浸水被害のお

それがある状況となる高さ）に達すると予想される約６時間前まで

に発表 

レベル５ 

高潮氾濫発生情報 

・破堤、背後地の浸水を実際に確認したとき 

・水位（潮位＋波の打上げ高）と潮位のいずれかの実況値がレベル

５基準を超え、かつ、その状況が一定時間継続すると予想されると

き 

・水位（潮位＋波の打上げ高）と潮位のいずれかの直近の予測値が

レベル５基準を超え、かつ、その状況が一定時間継続すると予想さ

れるとき 

※レベル５高潮特別警報と一体的に発表 

  2  

ᵑ ⁸ ╩ ∆╢  

      

高潮予報海岸名 高潮予報区間名 

○○海岸 

（○○県） 

○○ 

市区間 
○○県○○市○○町○○番地先の○○から○○橋まで 
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ᵒ ─  

      

高潮予報

区間名 

水位基準

地点名 
地先名 

堤防天

端高 

レベル

５基準

水位 

関係水防 

管理団体 

○○市区

間 
○○ 

○○県○○市

○○ 
○.○○m ○.○○m ○○市 

△△市区

間 
△△ 

○○県△△市

△△ 
△.△△m △.△△m △△市 

ᵓ ─  

 

高潮予報海岸名 担当官署 

○○海岸（○○県） ○○整備局、○○気象台、○○県 

ᵔ ─  

│⁸ 10─≤⅔╡⁹ 

ᵕ  

 

高潮予報海岸名 高潮浸水想定区域 

○○海岸（○○県） ○○市、○○町、○○村 

ᵖ ─ ┘  

⌐ ≠ↄ ─ ┘ │⁸ 11─≤⅔╡⁹ 

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定すること

とされており、法第 11 条の３及び気象業務法第 14 条の２第２項の規定により国土交通

省と気象庁と都道府県が共同で行う水防活動の利用に適合する注意報及び警報につい

て、情報の種類、発表基準のほか、対象となる高潮予報区間や基準水位地点、情報の伝達

経路、伝達手段を記述する。 

【必須】伝達経路については、高潮予報区間別に、資料○－○に示した水防法に基づく経

路に加え、その他法令で定められた経路や、協定等で決められた経路についても記述す

る。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況等を確認し、最新の伝達手段を

記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路が途絶した場合の代替の伝達経

路、伝達手段についても明確にしておくこと。 

【推奨】高潮予報海岸の高潮浸水想定区域に含まれる市町村名も記述しておくことが望

ましい。また、関係市町村長は、情報の通知を、水防管理者として及び警戒レベル５緊急

安全確保の発令を判断する市町村長として知事からそれぞれ受けることとなるが、警戒

レベル５緊急安全確保の発令の判断材料となる具体的な水位、潮位については、市町村

地域防災計画に定めておくことが望ましい。 
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4. 6 ⌐⅔↑╢  

┘  

│⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ─ ⅜

13 ─ ⌐ ↕╣╢ ⌐ ⇔√≤⅝│⁸꜠ⱬꜟ

╩ ⇔⁸∕─ ╩ ─ ╩ ⇔≡ ┘

⁸ ⌐ ∂≡ ─ ╩ ╘≡⁸ ⌐ ↕∑╢╙

─≤∆╢⁹ 

╕√⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩⇔√ │⁸ ꜠ⱬꜟ

─ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⌐∕─ ⌐ ╢ ╩

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

꜠ⱬꜟ ╩ ⇔√ ⌐⁸ ─ ⅜

╩ ╡ ⅛╠ ∆╢⅔∕╣⅜⌂™↓≤⁸

│ ⅜ ה ∆╢⅔∕╣⅜⌂™↓≤╩ ⇔√ │⁸꜠ ⱬꜟ

─ ╩ ⇔⁸ ┼ ∆╢↓≤⁹ 

∆╢ ─ ⁸ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

種 類 発表基準 

レベル５高潮氾濫発生 

情報 

・基準水位観測所の水位が高潮特別警戒水位に到達したとき 

・高潮による氾濫若しくは高波による越波により浸水が発生

した場合又は氾濫若しくは浸水したものと推測される場合 

レベル５高潮氾濫発生 

情報解除 

基準水位観測所の水位が高潮特別警戒水位を下回り気象状

況等から水位上昇するおそれがないこと、氾濫又は浸水が発

生・拡大するおそれがないことを確認した場合 

 

─  

  ᵑ ᵓ  

  ᵔ ─ ─  

   │⁸ 12─≤⅔╡⁹ 

  ᵕ  

  ᵖ ─ ┘  

⌐ ≠ↄ ─ ┘ │⁸ 13 ─≤ 

⅔╡⁹ 

 

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定すること

とされており、法第 13 条の３の規定により都道府県が行う水位到達情報の通知につい

て、情報の種類、発表基準のほか、対象となる海岸等の区間や基準水位観測所、情報の伝

達経路、伝達手段を記述する。なお、法第 13 条の４に基づき、避難情報発令の判断に資

するため、知事は関係市町村長へ通知する必要がある。 

4.5 ⌐⅔↑╢  

┘  

│⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ─ ⅜

13 ─ ⌐ ↕╣╢ ⌐ ⇔√≤⅝│⁸

╩ ⇔⁸∕─ ╩ ─ ╩ ⇔≡ ┘

⁸ ⌐ ∂≡ ─ ╩ ╘≡⁸ ⌐ ↕∑╢╙─≤∆╢⁹ 

╕√⁸ ⅜ ⇔√ ⌐≈™≡ ╩⇔√ │⁸ ꜠ⱬꜟ

─ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⌐∕─ ⌐ ╢ ╩

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

╩ ⇔√ ⌐⁸ ─ ⅜

╩ ╡ ⅛╠ ∆╢⅔∕╣⅜⌂™↓≤⁸ │

⅜ ה ∆╢⅔∕╣⅜⌂™↓≤╩ ⇔√ │⁸ ─

╩ ⇔⁸ ┼ ∆╢↓≤⁹ 

 

∆╢ ─ ⁸ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

種 類 発表基準 

高潮氾濫発生情報 

・基準水位観測所の水位が高潮特別警戒水位に到達したとき 

・高潮による氾濫若しくは高波による越波により浸水が発生

した場合又は氾濫若しくは浸水したものと推測される場合 

高潮氾濫発生情報解除 

基準水位観測所の水位が高潮特別警戒水位を下回り気象状

況等から水位上昇するおそれがないこと、氾濫又は浸水が発

生・拡大するおそれがないことを確認した場合 

 

─  

  ᵑ ᵓ  

  ᵔ ─ ─  

   │⁸ 10─≤⅔╡⁹ 

  ᵕ  

  ᵖ ─ ┘  

⌐ ≠ↄ ─ ┘ │⁸ 11 ─≤ 

⅔╡⁹ 

 

＜解説＞ 

【必須】法第２条において、水防計画には水防上必要な通信、連絡について規定すること

とされており、法第 13 条の３の規定により都道府県が行う水位到達情報の通知につい

て、情報の種類、発表基準のほか、対象となる海岸等の区間や基準水位観測所、情報の伝

達経路、伝達手段を記述する。なお、法第 13 条の４に基づき、避難情報発令の判断に資

するため、知事は関係市町村長へ通知する必要がある。 
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【必須】法第 13 条の３に定める高潮特別警戒水位は、「レベル５高潮氾濫発生情報」と

して行うよう、発表する情報の種類及び発表基準の表を記載すること。 

【推奨】水位周知海岸における水位到達情報の発表は、法第 13 条の３の規定に基づき行

う高潮特別警戒水位への到達情報の発表のほか、基準水位観測所の水位が高潮特別警戒

水位に達する前であっても、高潮による氾濫若しくは高波による越波により浸水が発生

した場合又は氾濫若しくは浸水したものと推測される場合には、レベル５高潮氾濫発生

情報の発表を行うことができるよう、発表基準の表に記載することが望ましい。 

【必須】伝達経路については、対象海岸区間別に、資料４－13 に示した水防法に基づく

経路に加え、その他法令で定められた経路や、協定等で決められた経路についても記述

する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況等を確認し、最新の伝達手段

を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路が途絶した場合の代替の伝達

経路、伝達手段についても明確にしておくこと。 

【必須】市町村毎若しくは氾濫ブロック毎に最も早く決壊による氾濫が発生する箇所（以

下、「決壊氾濫開始箇所」という。）を把握する。また、堤防等は決壊せず堤防天端等を越

流する場合のみ氾濫するよう条件を変更した高潮浸水シミュレーションを実施し、最も

早く越流による氾濫が開始する箇所（以下、「越流氾濫開始箇所」という。）を把握する。

「決壊氾濫開始箇所における設計高潮位」と「越流氾濫開始箇所における堤防天端高等

から過去の高潮災害時の潮位データや高潮浸水シミュレーションの計算結果により把握

した情報伝達等に要する時間内の水位上昇量を差し引いた水位」を基準水位観測所の水

位に換算し、そのいずれか低い水位を、高潮特別警戒水位として設定する。 

【推奨】対象水位周知海岸の浸水想定区域に含まれる市町村名も記述しておくことが望

ましい。また、関係市町村長は、水位到達情報の通知を、水防管理者として及び警戒レベ

ル５緊急安全確保の発令を判断する市町村長として知事からそれぞれ受けることとなる

が、警戒レベル５緊急安全確保の発令の判断材料となる具体的な水位については、市町

村地域防災計画に定めておくことが望ましい。 

 

4. 7  

4. 7.1   

4. 7.2 ה  ─ ⌐ ∆╢  

 

⅜ ℮  

  ᵑ ᵓ  

  ᵔ ─  

│⁸ 14─≤⅔╡⁹ 

      ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 15─≤⅔╡⁹ 

⅜ ℮  

  ᵑ ᵓ  

【必須】法第 13 条の３に定める高潮特別警戒水位は、「高潮氾濫発生情報」として行う

よう、発表する情報の種類及び発表基準の表を記載すること。 

【推奨】水位周知海岸における水位到達情報の発表は、法第 13 条の３の規定に基づき行

う高潮特別警戒水位への到達情報の発表のほか、基準水位観測所の水位が高潮特別警戒

水位に達する前であっても、高潮による氾濫若しくは高波による越波により浸水が発生

した場合又は氾濫若しくは浸水したものと推測される場合には、高潮氾濫発生情報の発

表を行うことができるよう、発表基準の表に記載することが望ましい。 

【必須】伝達経路については、対象海岸区間別に、資料４－11 に示した水防法に基づく

経路に加え、その他法令で定められた経路や、協定等で決められた経路についても記述

する。また、伝達手段については、各機関の機器の更新状況等を確認し、最新の伝達手段

を記載するようにする。機器障害等により通常の伝達経路が途絶した場合の代替の伝達

経路、伝達手段についても明確にしておくこと。 

【必須】市町村毎若しくは氾濫ブロック毎に最も早く決壊による氾濫が発生する箇所（以

下、「決壊氾濫開始箇所」という。）を把握する。また、堤防等は決壊せず堤防天端等を越

流する場合のみ氾濫するよう条件を変更した高潮浸水シミュレーションを実施し、最も

早く越流による氾濫が開始する箇所（以下、「越流氾濫開始箇所」という。）を把握する。

「決壊氾濫開始箇所における設計高潮位」と「越流氾濫開始箇所における堤防天端高等

から過去の高潮災害時の潮位データや高潮浸水シミュレーションの計算結果により把握

した情報伝達等に要する時間内の水位上昇量を差し引いた水位」を基準水位観測所の水

位に換算し、そのいずれか低い水位を、高潮特別警戒水位として設定する。 

【推奨】対象水位周知海岸の浸水想定区域に含まれる市町村名も記述しておくことが望

ましい。また、関係市町村長は、水位到達情報の通知を、水防管理者として及び警戒レベ

ル５緊急安全確保の発令を判断する市町村長として知事からそれぞれ受けることとなる

が、警戒レベル５緊急安全確保の発令の判断材料となる具体的な水位については、市町

村地域防災計画に定めておくことが望ましい。 

 

4.6   

4. 6.1   

4. 6.2 ה  ─ ⌐ ∆╢  

 

⅜ ℮  

  ᵑ ᵓ  

  ᵔ ─  

│⁸ 12─≤⅔╡⁹ 

ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 13─≤⅔╡⁹ 

⅜ ℮  

ᵑ ᵓ  
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ᵔ ─  

│⁸ 14─≤⅔╡⁹ 

ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 16─≤⅔╡⁹ 

4. 7. 3 ─ ⌐ ∆╢  

 

⅜ ℮  

  ᵑהᵒ  

  ᵓ ─  

│⁸ 17─≤⅔╡⁹ 

      ᵔ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 18─≤⅔╡⁹ 

⅜ ℮  

ᵑהᵒ  

   ᵓ ─  

│⁸ 17─≤⅔╡⁹ 

      ᵔ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 19─≤⅔╡ 

4. 7.4  ⌐ ∆╢  

┘  

ᵑהᵒ  

ᵓ 

  │ ⌐⅔↑╢ ⌐╟╢ ─ ─ 

ⅎ ⁸ ┘ ─ ⌐≈™≡│⁸ - 20⁸ -

21╩  

   ⅜ ℮  

   ᵑ ᵓ  

   ᵔ ─  

│⁸ 22⁸ 23─≤⅔╡⁹ 

      ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 15 ⁸ 18

─≤⅔╡⁹ 

⅜ ℮  

ᵑ ᵓ  

ᵔ ─  

│⁸ 22⁸ 23─≤⅔╡⁹ 

ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 16 ⁸ 19 ─

ᵔ ─  

│⁸ 12─≤⅔╡⁹ 

ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 14─≤⅔╡⁹ 

4. 6. 3 ─ ⌐ ∆╢  

 

⅜ ℮  

  ᵑ⁸ᵒ  

  ᵓ ─  

│⁸ 15─≤⅔╡⁹ 

      ᵔ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 16─≤⅔╡⁹ 

⅜ ℮  

ᵑהᵒ  

   ᵓ ─  

│⁸ 15─≤⅔╡⁹ 

      ᵔ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 17─≤⅔╡ 

4. 6.4  ⌐ ∆╢  

 ┘  

ᵑהᵒ  

   ᵓ  

│ ⌐⅔↑╢ ⌐╟╢ ─ ─

ⅎ ⁸ ┘ ─ ⌐≈™≡│⁸ - 18⁸ - 19

╩  

⅜ ℮  

   ᵑ ᵓ  

   ᵔ ─  

│⁸ 20⁸ 21─≤⅔╡⁹ 

      ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 13 ⁸ 16  

─≤⅔╡⁹ 

⅜ ℮  

ᵑ ᵓ  

ᵔ ─  

│⁸ 20⁸ 21─≤⅔╡⁹ 

ᵕ ─ ┘  

─ ┘ │⁸ 14 ⁸ 17  
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≤⅔╡⁹ 

 

 ─ ⁸ ┘    

 

 ─  

 ⁸ ⁸ ─ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─►▼Ⱪ◘▬♩

≢ PC╛☻ⱴכ♩ⱨ◊fi⁸ ⅛╠ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

1  

 

─√⌂№ה ─  

https://www.jma.go.jp/bosai/  

ה ה  

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=warning  

 ☻♄ⱷ▪ה

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=amedas  

ה ─ ⅝ ♫►◐ꜗ☻♩  

https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/  

ה ◐◐◒ꜟ 

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood  

ה ◐◐◒ꜟ 

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund  

ה ◐◐◒ꜟ 

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:heavyrain  

2 ה  

 

ה ─  

https://www.river.go.jp/  

 

 

3 4    

 

 ♄ⱶה ─    

 

    

 

 ┘    

 

 

─≤⅔╡⁹ 

 

 ─ ⁸ ┘    

 

 ─  

⁸ ⁸ ─ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─►▼Ⱪ◘▬♩

≢ PC╛☻ⱴכ♩ⱨ◊fi⁸ ⅛╠ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

1  

 

─√⌂№ה ─  

https://www.jma.go.jp/bosai/  

ה ה  

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=warning  

 ☻♄ⱷ▪ה

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=amedas  

ה ─ ⅝ ♫►◐ꜗ☻♩  

https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/  

ה ◐◐◒ꜟ ─  

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood  

ה ◐◐◒ꜟ ─  

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund  

 

 

2 ה  

 

ה ─  

ₒPC ₓhttps://www.river.go.jp/  

ₒ☻ⱴכ♩ⱨ◊fi ₓhttps://river.go.jp/s/  

ₒ ₓhttps://i.river.go.jp/  

3 4    

 

 ♄ⱶה ─    

 

    

 

 ┘    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─URLה  
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10   

10.1 10.5   

10.6 ─√╘─ ⅝ │ ⌐ ╩ ∆═⅝  

ᵑ ⁸ │ ⌐╟╡ ⇔™ ⅜ ⇔≡™╢≤ ╘╠╣╢ 

≤⅝│⁸ │⁸ ≤ ╘╢ ─ ⁸ ∕─ ─

⌐ ⇔⁸ ─√╘ ∟ ↄ═⅝↓≤ │ ┼─ ⁸ ─ ⌂

┼─ ⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⅛╠ ╣√ ≢─ ∕─

─ ⌐ ╩ ∆═⅝↓≤╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹↓─ ⁸

ủủ ⌐∕─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

ᵒ │⁸ ─√╘─ ∟ ⅝ │ ⌐ ╩ ∆═⅝

╩ ⇔√ │⁸∕─ ╩ ủủ ⌐ ╛⅛⌐

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

ᵓ   

＜解説＞ 

【必須】法第 29 条に規定された避難のための立退き又は緊急に安全を確保すべき対応に

ついて、水防管理者の職権のほか、水防管理者があらかじめ行っておくべき事項を記述

しておく。 

【推奨】なお、各自治体の避難に関しては、各地方公共団体で作成されている「避難情報

の判断・伝達マニュアル」を適宜活用いただきたい。 

 

ה 10.7 ה ─ ┘∕─ ─  

─  

⁸ │ ⅜⁸∕─ ∆╢ ⁸

│ ⌐≈™≡⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐╟╢ ⇔™ ⅜ ⇔≡

™╢≤ ╘╢ │⁸ ∟⌐∕─ ╩ ∕─ ⌐

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

╩ ↑√ ╩⇔√ ⅜ │ ≢№╢

─ ⌐№∫≡│⁸ ╩ ℮  │⁸∕─

⌐╟╡ ⌂ ╩ ∏╢⅔∕╣⅜№╢≤ ╘╢≤⅝│⁸ ⌐ ╢

╩ ∟⌐ ⁸ ┘ ┘ ┘⌐ ⌐

∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂ ─ ╩ ╘≡⁸↓╣╩ ⌐

↕∑╢╙─≤∆╢⁹ 

  ─ ─℮∟ ⌂ ╩∆╢  

⁸ ≢│⁸ ⁸ ╛ ⌂≥

⅛╠⁸ ⌐ ™ ≢ ⅜ ∂╢ ™│ ⅜ ⇔≡╙ ⅜

⌂ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ≤⇔≡™⌂™↓≤⅛╠⁸↓╣╠─

⌐≈™≡│⁸ ─ ≢│№╢⅜⁸꜠ ⱬꜟ ─

─ ⌐⇔≡⁸ ≤ ⇔ ⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡ ╩ ┘⅛

10   

10.1 10.5   

10.6  ─√╘─ ⅝ 

ᵑ ⁸ │ ⌐╟╡ ⇔™ ⅜ ⇔≡™╢≤ ╘╠╣╢≤⅝

│⁸ │⁸ ≤ ╘╢ ─ ⁸ ∕─ ─ ⌐

⇔⁸ ─√╘ ∟ ↄ═⅝↓≤╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹↓─ ⁸

ủủ ⌐∕─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

 

ᵒ │⁸ ─√╘─ ∟ ⅝╩ ⇔√ │⁸∕─ ╩

ủủ ⌐ ╛⅛⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

ᵓ   

＜解説＞ 

【必須】法第 29 条に規定された避難のための立退きについて、水防管理者の職権のほ

か、水防管理者があらかじめ行っておくべき事項を記述しておく。 

 

【推奨】なお、各自治体の避難に関しては、各地方公共団体で作成されている「避難情報

の判断・伝達マニュアル」を適宜活用いただきたい。 

 

ה 10.7 ─ ┘∕─ ─  
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↑╢ ⌂ ╩∆╢ ⅜№╢⁹ ⌂ ╩ ℮ ⌐≈™≡│

≤ ≢⁸ ⌐ ⇔≡ ╘≡⅔ↄ╙─≤∆╢⁹ 

 ╘ ⌐≈™≡│ ▪ ⅜ ℮ ─  ᵒ ─

─℮∟⁸ ⌂ ∆╢ ⁸ ╩  

 

ה ─  

⌐ ⇔⁸ ∕─ ─ ⅜ ⇔√≤⅝⁸ │ ה ⇔ↄ│

⌂ ⅜ ⇔√≤⅝│⁸ ⁸ ⁸ ─ │

─ │⁸ ∟⌐ ה ⌐ ∆╢╙─≤

∆╢⁹ 

╩ ↑√ │⁸ ⌐╟╡ ⌂ ╩ ∏╢⅔∕╣⅜№╢≤ ╘

╢≤⅝│⁸ ⌐ ╢ ╩ ∟⌐ ┘ ┘⌐

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂ ─ ╩ ╘≡⁸↓╣

╩ ⌐ ↕∑╢╙─≤∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ │ ⌐╟╢ ─ ⅜№∫√

│⁸ ⁸ ⁸ │ │ ∟⌐ ╩ ™⁸

⌂ ≢ ◌ⱷꜝ ⌐╟╡ ∕─ ─ ─ │ ה ╩

≢⅝√ ─╖ ╩ ℮⁹ 

╕√⁸ ⌐⅔↑╢ ⅜ ⅛╠ ╩ ™√

☻ꜝ▬♪♄►fi╩ ╦⌂™ ↕╩ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸

⌐ ∆╢ ⌐ ∆╢ ⅜ ╛

⌐ ↕╣≡™⌂™ ⁹ 

∕─√╘⁸ │⁸ ╠⅜ ∆╢ ─ ⌐ ∆╢ ⅜

⌐ ∟⌐ ↕╣╢╟℮⁸ ⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸

┘ ─ ה ╩ ≤ ⇔≡⅔ↄ╙─≤∆╢⁹ 

 

ה ה ─ ─  

─ ה ה ─ │⁸ 10 3₈ ה ה

─ ⌐ ╢ ₉╩ ╕ⅎ⁸ ∆╢⁹⌂⅔⁸ ⌐⅔™≡

│⁸ ─ ─ ≤⇔≡─ ─ ≢ ⇔≡™╢ ╩

⇔≡⁸ ⌐╟╢ ⇔™ ⅜ ⇔≡™╢≤ ╘╠╣╢≤⅝⌐─╖

⅜ ↕╣≡™╢⁹∕─√╘⁸ ─ ⌐ ⌂ ⌐╟╢ ╩ ≤

⇔⁸ ╩ ∆╢↓≤╛ √⌐ ╛ ◌ⱷꜝ╩ ∆╢↓

≤⌂≥─ ⌂ ─ ╕≢ ╘╠╣╢╙─≢│⌂™⁹╕√⁸ ≤

⇔≡─ ⅜ ⌐ ↕╣≡™√⌐╙ ╦╠∏⁸ ╩ ≢⅝⌂⅛∫

√─≢№╣┌⁸∕╣⅜ ∟⌐₈ ╩ √⇔≡™⌂™₉≤⌂╢╙─≢│⌂

™⁹ ⌐│⁸ ⌐ ∆ ה ┘ ⌐ ⇔≡⁸

⅜ ─ ≤⇔≡ ╩ ∆╢ ─ ≤⁸ ─ ╩ ↑

 

 

 

 

 

ה ─  

⌐ ⇔⁸ ⁸♄ⱶ∕─ ─ ⅜ ⇔√≤⅝⁸ │ ה

⇔ↄ│ ⌂ ⅜ ⇔√≤⅝│⁸ ⁸ ⁸ ─

│ ─ │⁸ ∟⌐ ה ⌐ ∆╢

╙─≤∆╢⁹ 

╩ ↑√ │ ≢№╢⅛≥℮⅛ ╩ ™⁸ ⅜

╘╠╣╢ ⌐│ ⌐ ─ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ⅜ ⅛╠ ╩ ™√

☻ꜝ▬♪♄►fi╩ ╦⌂™ ↕╩ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸

⌐ ∆╢ ⌐ ∆╢ ⅜ ╛

⌐ ↕╣≡™⌂™ ⁹ 

∕─√╘⁸ │⁸ ╠⅜ ∆╢ ─ ⌐ ∆╢ ⅜

⌐ ∟⌐ ↕╣╢╟℮⁸ ⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸

┘ ─ ה ╩ ≤ ⇔≡⅔ↄ╙─≤∆╢⁹ 
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√ ─ ─ ⁸ ─ ─ ↕─ ⅛╠⁸ ╘

≢ ╩ ™ ╘╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

 

ה   

 ─ │⁸ ─ ⌂ ┼─ ∟ ⅝ ⅜  

ה ◄ꜞ▪≢₈ ™ ⅜ ∆╢ ₉ 

  ─ │⁸ ─ 2 ─ ┼─ ∟ ⅝ ⅜  

ה ⅜ ∆╢≤ ⅜ ⌐⌂╢ 15 ≢ ╘╠╣

√ ⅜ ∆╢  

  ╛⅛⌐ ⅛╠─ ∟ ⅝ ⅜  

 

ה ⌐ ⌂ ה ─ ╛ ╡═∆ה ⌐╟╡ ─⅔∕╣⅜ ╕

∫√  

ה ─ ה ╛ ה ⁸ ⌂ ה ⅜ ⇔√  

ה ─ ⅜ ⌐ ⇔√  

ה ה הⱳfiⱪה ─ ─ ⅜ ↕╣√  

ה ╛♄ⱶ ─ ─ ─ ╛ ⌂ ╩∆╢  

ה ⅜⌂™ ≢⁸ ⸗♦ꜟ⌂≥⌐╟╡ ⅜ ⌐ ∆╢

⌂≥∕─ ─ ╩ ╕ⅎ ─ ה ─ ⅜ ™≤ ⌐

⇔√  

 

▪ ⅜ ℮ ─  

ᵑ ─ ╩ ℮ ⁸ ⁸ ⁸  

 

河川名 区 域 

○○川 区域① 
左岸 ○○県○○市○○町○○番地先の○○橋から○○橋まで 

右岸 ○○県○○市○○町○○番地先の○○橋から○○橋まで 

△△川 区域② 
左岸 △△県△△市△△町△△番地先の△△橋から△△橋まで 

右岸 △△県△△市△△町△△番地先の△△橋から△△橋まで 

□□川 区域③ 
左岸 □□県□□市□□町□□番地先の□□橋から□□橋まで 

右岸 □□県□□市□□町□□番地先の□□橋から□□橋まで 

□□川 区域④ 
左岸 □□県□□市□□町□□番地先の□□橋から□□橋まで 

右岸 □□県□□市□□町□□番地先の□□橋から□□橋まで 

 

河川名 区域 観測所 

施設名 

地先名 通報基準 関係水防

管理団体 

通報担当

官署 

○○川 区域① ○ ○ 観

測所 

○ ○ 県 

○ ○ 市

・氾濫発生水位（○.○○m）に到達 

・巡視や河川監視カメラにより、氾濫発

○○市 ○○河川

事務所 
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○○ 生を確認 

△△川 区域② △ △ ダ

ム 

△ △ 県

△ △ 市

△△ 

・異常洪水時防災操作により○○m3/s

以上の放流する通知を受領 

・機能支障により氾濫のおそれを把握 

・巡視や河川監視カメラにより、氾濫発

生を確認 

△△市 △△河川

事務所 

□□川 区域③ □ □ 排

水機場 

□ □ 県

□ □ 市

□□ 

・ポンプ停止又は機能支障により氾濫の

おそれを把握 

・巡視や河川監視カメラにより、氾濫発

生を確認 

□□市 □□河川

事務所 

□□川 区域④ □ □ 水

門 

□ □ 県

□ □ 市

□□ 

・機能支障により氾濫のおそれを把握 

・巡視や河川監視カメラにより、氾濫発

生を確認 

□□市 □□河川

事務所 

ᵒ ─ ─℮∟⁸ ⌂ ╩∆╢ ⁸  

 

河川名 例外的な対応をする区域 

○○川 区域① 
左岸 ○○県○○市○○町○○番地先の○○橋から○○橋まで 

 

○○川 区域② 右岸 ○○県○○市○○町○○番地先の○○橋から○○橋まで 

□□川 区域① 右岸 □□県□□市□□町□□番地先の□□橋から□□橋まで 

□□川 区域② 右岸 □□県□□市□□町□□番地先 

ᵓ ─ ─  

│⁸ 10 ─≤⅔╡⁹ 

 

▬ ⅜ ℮ ─  

ᵑ ─ ╩ ℮ ⁸ ⁸ ⁸  

 

 

排水施

設等 
区域 地先名 通報基準 

関係水防管理

団体 
通報担当官署 

排水施設等 区 域 

○○ポンプ

施設 
区域① ○○市 ○○町○○番地～○○番地、○○町○○番地～○○番地 

○○貯留施

設 
区域② ○○市 ○○町○○番地～○○番地、○○町○○番地～○○番地 
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○ ○ ポ

ン プ 施

設 

区域① 

○○県

○○市

○○ 

・氾濫発生水位

（○.○○m）に到達 

・機能支障により氾濫

のおそれを把握 

○○市、○○水

防事務組合 
○○市下水道局 

○ ○ 貯

留施設 
区域② 

○○県

○○市

○○ 

・氾濫発生水位

（○.○○m）に到達 

・巡視やカメラ映像に

より、氾濫発生を確認 

○○市、○○水

防事務組合 
○○市下水道局 

ᵒ ─ ─  

│⁸ 10 ─≤⅔╡⁹ 

 

► ⅜ ℮ ─  

ᵑ ─ ╩ ℮ ⁸ ⁸ ⁸  

 

海岸名 区 域 

○○海岸

（○○県） 
区域① ○○県○○市○○町○○番地先から○○市○○町○○番地先まで 

△△海岸

（○○県） 
区域② ○○県○○市○○町○○番地先から○○市○○町○○番地先まで 

□□海岸

（○○県） 
区域③ ○○県○○市○○町○○番地先から○○市○○町○○番地先まで 

 

海岸名 区域 観測所名 地先名 通報基準 

関係水防

管理団体 

通報担当

官署 

○○海岸

（○○県） 
区域① 

○○ 

○ ○ 県

○ ○ 市

○○ 

・巡視や河川監視

カメラにより、氾濫

発生を確認 

・高潮特別警戒水

位（T.P.○○ｍ）に

到達 

○○市 ○○事務所 

◎◎ 

◎◎ 

県 ◎ ◎

市◎◎ 

・巡視や河川監視

カメラにより、氾濫

発生を確認 

◎◎町 ◎◎町 

△△海岸

（○○県） 
区域② △△ 

○ ○ 県

△ △ 市

△△ 

・巡視や河川監視

カメラにより、氾濫

発生を確認 

△△市 △△市 

□□海岸 

（○○県） 
区域③ なし 

○ ○ 県

△ △ 市

・予測モデルなど

により水位が堤防
△△市 △△市 
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△△ 天端高に到達する

などその他の状況

を踏まえ氾濫の切

迫・発生の蓋然性が

高いと総合的に判

断した場合 

ᵒ ─ ─  

│⁸ 10 ─≤⅔╡⁹ 

 

ה ה ─  

⌐ ∆╢ ה ה ─ │⁸ 10 ─≤

⅔╡⁹ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⅜ │

ⅎ┌⁸ ╩ ⇔√ ⌐≈™≡│⁸

≢ ⇔√ ↔≤⌐ ─ ⅜ ↕╣╢ ╩ ⇔

√╙─╛⁸ ─ ╩ ∆╢ ┘ ⌐ ╩ ℮

╩⁸ ⌐ ⌐ ∆╢↓≤≤∆╢⁹⌂⅔⁸ ╩ ↑√

│⁸₈10.6 ─√╘─ ⅝ │ ⌐ ╩ ∆═⅝

₉⁸ ─ ─ ╩ ℮ ⅜№╡⁸ │

60 3 ⌐ ≠⅝⁸ ─ ⅜≢⅝╢↓≤≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

─  

∕─ ─ ⅜ ⇔√≤⅝⁸ │ ה ⇔ↄ│ ⌂ ⅜

⇔√≤⅝⌐⅔™≡╙⁸ ⁸ ⁸ ─ ┘

─ │⁸≢⅝╢ ╡ ⌐╟╢ ⅜ ⇔⌂™╟℮ ╘╢╙─

≤∆╢⁹ 

＜解説＞ 

【必須】水防法第 24 条の 2 及び第 25 条の通報については各地域で定められる水防計画

で定めるところにより運用されることとなっており、資料 10－3「氾濫・決壊・漏水等の

通報に係る運用指針」を踏まえ、河川管理者等が行う氾濫等の通報の対象となる河川等

の区域及び通報の基準について、予め各地域の水防協議会において関係者間で協議を行

い、それぞれの水防計画に記述する。 

【必須】氾濫等の通報及び決壊の通報は、氾濫に起因する損害を軽減するため、市町村長

又は水防管理者による緊急安全確保措置の指示等の実施の目安として活用されることと

なる。このため、緊急安全確保措置の指示等を行う水防管理者や市町村長が「相当な損

害」が生じると考える氾濫、すなわち、住民等に対して行動変容に特に留意を呼びかける

必要がある氾濫が発生する河川等の区域を少なくとも通報の対象とすること。 

【推奨】河川管理者等が通報を行う基準としては、目視等で確認した最も信頼できる情

報である「確認情報」と併せて観測区間を網羅的に把握可能な「計測情報」も基本として

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה ─  

ה ─ │⁸ 10 ─≤⅔╡⁹ ─ ⌐

≈™≡│⁸ ─ ⅜ │ ⅎ┌⁸

╩ ⇔√ ⌐≈™≡│⁸ ≢ ⇔√ ↔

≤⌐ ─ ⅜ ↕╣╢ ╩ ⇔√╙─╛⁸ ─

╩ ∆╢ ┘ ⌐ ╩ ℮ ╩⁸ ⌐

⌐ ∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

 

 

 

 

─  

∕─ ─ ⅜ ⇔√≤⅝⁸ │ ה ⇔ↄ│ ⌂ ⅜

⇔√≤⅝⌐⅔™≡╙⁸ ⁸ ⁸ ─ ┘

─ │⁸≢⅝╢ ╡ ⌐╟╢ ⅜ ⇔⌂™╟℮ ╘╢╙─

≤∆╢⁹ 

＜解説＞ 

【推奨】法第 25 条に規定された決壊の通報、法第 26 条に規定された決壊後の措置につ

いて、水防管理者等（水防管理者、水防団長、消防機関の長及び水防協力団体の代表者）

が行うべき事項を記述しておくことが望ましい。ここで、法第 25 条及び法第 26 条は、

水防管理者等の義務を定めたものであり、河川等の管理者が行うものではないことに留

意する必要がある。 

【推奨】決壊・漏水等の周知については、法第 25 条に規定された水防管理者等による決

壊の通報に加え、法第７条第３項に基づき、河川管理者の協力が必要な事項として、河川

管理者が管理する堤防、ダムその他の施設が決壊したとき又は越水・溢水若しくは異常

な漏水が発生したとき（氾濫発生情報を発表する場合を除く）、関係者及び一般に周知す

ることを記載しておくことが望ましい（第 12 章参照）。 
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活用する。「推定・予測情報」は確度が低いため通報の基準に活用しないことを原則とす

るが、「確認情報」「計測情報」がない場合は「推定・予測情報」を用いることでよい。そ

の際は可能な限り多くの情報を用いて一定の確度を保つようにすることが望ましい。 

【推奨】法第 25 条に規定された決壊の通報、法第 26 条に規定された決壊後の措置につ

いて、水防管理者等（水防管理者、水防団長、消防機関の長及び水防協力団体の代表者）

が行うべき事項を記述しておくことが望ましい。ここで、法第 25 条及び法第 26 条は、

水防管理者等の義務を定めたものであり、河川等の管理者が行うものではないことに留

意する必要がある。 

 

10.8 ─   

 

11  ⁸   

 

12  ┘  

12.1 ─ ┘  

ủủ ₡ủủ ⁸ủủ ₢│⁸ ╠─ ⌐

╠⇔ ⌂ ≢⁸ ⅜ ℮ ─√╘─ ┼─ ┘

⅜ ℮ ─ ⌐ ╢ ╩ ℮⁹ 

─ ⅜ ⌂  

⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ủủ ─ ⁸

─ ⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⁸Ⱬꜞ ─ ─

⌐≈™≡│ ủ─≤⅔╡  

⌐ ⇔≡⁸ │ ↔≤─

─ ⁸ ┘ ⅛╠ ⌂ ⌐≈™≡

─ ╩ ↑√ ⌐│ ∆═⅝ ה ─  

 

 

 

─ ─  

    

─ ⅜ ⌂  

    

 

12.2 ─   

 

12.3 ─  

ủủ ₡ủủ ₢│⁸ ╠─ ⌐ ╠⇔ ⌂

≢⁸ ⅜ ℮ ─√╘─ ⌐ ─ ╩ ℮⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.8 ─   

 

11  ⁸   

 

12  ┘  

12.1 ─ ┘  

ủủ ₡ủủ ⁸ủủ ₢│⁸ ╠─ ⌐

╠⇔ ⌂ ≢⁸ ⅜ ℮ ─√╘─ ┼─ ┘

⅜ ℮ ─ ⌐ ╢ ╩ ℮⁹ 

─ ⅜ ⌂  

⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ủủ ─ ⁸

─ ⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⁸Ⱬꜞ ─ ─

⌐≈™≡│ ủ─≤⅔╡  

⌐ ⇔≡⁸ │ ↔≤─

─ ⁸ ┘ ⅛╠ ⌂ ⌐≈™≡

─ ╩ ↑√ ⌐│ ∆═⅝ ה ─  

│♄ⱶ⅜ ⇔√≤⅝ │ ה ⇔ↄ│ ⌂ ⅜

⇔√≤⅝ ╩ ∆╢ ╩ ↄ ⁸ ⌐╟

╢ ┘ ┼─ ⌐≈™≡│ ỏ─≤⅔╡  

─ ─  

    

─ ⅜ ⌂  

    

 

12.2 ─   
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─ ⅜ ⌂  

⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ủủ ─

⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⁸Ⱬ

ꜞ ─ ─ ⌐≈™≡│ ủ─≤⅔╡  

⌐ ⇔≡⁸ ⅜ ↕╣╢ ─ ⁸ ┘

⅛╠ ⌂ ⌐≈™≡─ ╩ ↑√ ⌐│

∆═⅝ ה ─  

⅜ ℮ ┘ ┼─  

┘ ─ ≢ ∆╢╟℮⌂

⌐ ⇔≡⁸ ─ │ ─

 

┘ ─ ≢ ∆╢╟℮⌂

⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ │ ╩ ⇔⁸ ┘ ∆╢√

╘─ ─  

 

＜解説＞ 

【必須】海岸管理者は、水防計画に基づき水防管理団体が行う水防に協力するものとす

る。知事は、水防計画に海岸管理者による海岸に関する情報の提供、水防訓練への海岸管

理者の参加その他の水防管理団体が行う水防のための活動に海岸「管理者の協力が必要

な事項を記載しようとするときは、当該事項について、あらかじめ、海岸管理者に協議

し、その同意を得なければならない。 

 

12.4 ─ ┘   

 

12.5 12.7   

 

12.8 ≤─  

│⁸ ─ ⌐ ⇔⁸ ─ ⁸ ─ ⌐

⇔≡ủủ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹ │ ⌐ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

╕√⁸ ╟╡ ─ ╩ ↑√ │ ─

╩ ⇔⁸ ⅜№╢ │⁸↓╣╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

（略） 

＜解説＞ 

【推奨】企業（地元建設業等）との連携（水防活動等の委任、資器材の提供等）について、

具体的に取り決めを行っている場合は、その内容を記述しておくことが望ましい。また、

協定については、参考資料として添付しておくことが望ましい。加えて、水防管理者より

水防活動の委任を受けた者には緊急通行や公用負担を行う公権力が付与されるため、当

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.3 ─ ┘   

 

12.4 12.6   

 

12.7 ≤─  

│⁸ ─ ⌐ ⇔⁸ ─ ⁸ ─ ⌐

⇔≡ủủ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹ │ ⌐ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

╕√⁸ ╟╡ ─ ╩ ↑√ │ ─

╩ ⇔⁸ ⅜№╢ │⁸↓╣╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

（略） 

＜解説＞ 

【推奨】企業（地元建設業等）との連携（水防活動等の委任、資器材の提供等）について、

具体的に取り決めを行っている場合は、その内容を記述しておくことが望ましい。また、

協定については、参考資料として添付しておくことが望ましい。加えて、水防管理者より

水防活動の委任を受けた者には緊急通行や公用負担を行う公権力が付与されるため、当
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該委任を受けたことを明らかにする委任証について、様式等の必要事項を定めておくこ

とが望ましい。また民間事業者等が水防活動に際し使用する車両については、必要に応

じて水防標識の付与等の事前届出を適宜処置するとともに、あらかじめ、災害対策基本

法施行令第 33 条第２項に基づき、緊急通行車両確認標章の交付を受けておくことが望ま

しい。 

 

12.9  

 

13 17   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該委任を受けたことを明らかにする委任証について、様式等の必要事項を定めておくこ

とが望ましい。また民間事業者等が水防活動に際し使用する車両には、必要に応じて水

防標識の付与、災害対策基本法施行令第 33 条第 1 項における緊急通行車両等の事前届

出を適宜処置することが望ましい。 

 

 

12.8  

 

13 17   
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│ ה  

 

│ ה  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇔

꜠ⱬꜟ

↔≤─ ꜠ⱬꜟ ─ │⁸ ─ ─ ꜠ⱬꜟ

↑ ∟ ↔≤─ ꜠ⱬꜟ ⌐ ≠™≡⁸∕╣∙╣─ ⌐╟╢ ⅜ ꜠ⱬꜟ

↕╣╢ ⅜ ╕╣╢ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢╙─≢∆⁹ ꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ ─ ⌐≈™≡[ ►▼Ⱪ◘▬♩ ]

https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/pc/term?key=hayamihyo ꜠ⱬꜟ

™≤↓╤≢│ ⌐00Ⱶꜞ─ ⅜ ∫≡™╕∆⁹

↓─ │ ↓─ ⅜ ↄ≢⇔╞℮⁹

╕√│

m

m

꜡♀ה ⌐ ∆╢ ⁷https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/kwb_apend/html/reference.html

↑ ∟

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ⁸ ─ ╩ ⇔√™ │↓∟╠

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ─ ⅜ ↕╣╢ ╩ ╡√™ │↓∟╠

™ ╦∑
 ủủ  ủủ  XXX-XXX-XXXX

 ủủ  XXX-XXX-XXXX

─ ⁷
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ꜞ☻◒ꜝ▬fi https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

♫ⱦ
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢↑ ∟

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢

─ ⁸
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ

X.XX

꜠ⱬꜟ

ỏỏ

ỏỏ

ủủ ỏỏ

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

01:00 02:00 03:00 04:00 05:00 06:00

꜠ⱬꜟ

ủủ

ủủ

00
00:00

05:00 06:00

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

ủủ ủủủⱵꜞ ủủⱵꜞ

00
00:00 01:00 02:00 03:00 04:00

꜠ⱬꜟ

00 00 00 00 00 00
╕≢─

00 00 00 00 00 00
╕≢─ ─ ╖

ủủ -

ủủ -
ỏỏ

│
꜠ⱬꜟ ꜠ⱬꜟ

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ
꜠ⱬꜟ ⁷

ủủ
かせんじむしょ

ủủה
ちほう きしょう だい

ủủ ≢│⁸ ─ ⁸ ─ ⅜ ↄ ╖

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓủủ ủủ ↑ ∟
↓╣│⁸ ─ ─ ≢∆⁹ủủ ─ủủ ủủ ≢│⁸ ─ ⁸₈
₉ ─ ⅜ ↄ ╖≢∆⁹ủủ ≢│ ⌐╟╢ ─⅔∕╣⅜№╡⁸ủủ ⁸ỏỏ ≢

│ ∆╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ ⅛╠─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ╢⌂≥⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓỏỏ ỏỏ ↑ ∟
↓╣│⁸ ─ ─ ≢∆⁹ủủ ─ỏỏ ỏỏ ≢│⁸ ─ ⁸₈

₉ ─ ⅜ ↄ ╖≢∆⁹ ⅝ ⅝⁸ ⅛╠─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ủủ ꜠ⱬꜟ

ה

ה

ủủ
○○○○ かわ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ
ủ ủ ủ

ゼロ点高EL=X.XXm

川の防災情報

洪水予報画面
水害リスクライン 浸水ナビ今後の雨（解析雨量、

降水短時間予報）

イメージ イメージ イメージ イメージ

氾濫危険水位
X.XX m

避難判断水位

X.XX m
氾濫注意水位

X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫危険水位
X.XX m

避難判断水位

X.XX m

氾濫注意水位
X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫発生水位
X.XX m

氾濫発生水位
X.XX m
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⇔

꜠ⱬꜟ

↔≤─ ꜠ⱬꜟ ─ │⁸ ─ ─ ꜠ⱬꜟ

↑ ∟ ↔≤─ ꜠ⱬꜟ ⌐ ≠™≡⁸∕╣∙╣─ ⌐╟╢ ⅜ ꜠ⱬꜟ

↕╣╢ ⅜ ╕╣╢ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢╙─≢∆⁹ ꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ ─ ⌐≈™≡[ ►▼Ⱪ◘▬♩ ]

https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/pc/term?key=hayamihyo ꜠ⱬꜟ

™≤↓╤≢│ ⌐00Ⱶꜞ─ ⅜ ∫≡™╕∆⁹

↓─ │ ↓─ ⅜ ↄ≢⇔╞℮⁹

╕√│

m

m

꜡♀ה ⌐ ∆╢ ⁷https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/kwb_apend/html/reference.html

↑ ∟

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ⁸ ─ ╩ ⇔√™ │↓∟╠

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ─ ⅜ ↕╣╢ ╩ ╡√™ │↓∟╠

™ ╦∑
 ủủ  ủủ  XXX-XXX-XXXX

 ủủ  XXX-XXX-XXXX

─ ⁷
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ꜞ☻◒ꜝ▬fi https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

♫ⱦ
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢↑ ∟

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢

─ ⁸
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ

X.XX

꜠ⱬꜟ

ỏỏ

ỏỏ

ủủ ỏỏ

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

01:00 02:00 03:00 04:00 05:00 06:00

꜠ⱬꜟ

ủủ

ủủ

00
00:00

05:00 06:00

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

ủủ ủủủⱵꜞ ủủⱵꜞ

00
00:00 01:00 02:00 03:00 04:00

꜠ⱬꜟ

00 00 00 00 00 00
╕≢─

00 00 00 00 00 00
╕≢─ ─ ╖

ủủ -

ủủ -

ỏỏ

│
꜠ⱬꜟ ꜠ⱬꜟ

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ

꜠ⱬꜟ ⁷

ủủ
かせんじむしょ

ủủה
ちほう きしょう だい

ủủ ≢│⁸ ─ ⁸ ─ ⅜ ↄ ╖

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓủủ ủủ ↑ ∟
↓╣│⁸ ─ ─ ≢∆⁹ủủ ─ủủ ủủ ≢│⁸ ─ ⁸₈
₉ ─ ⅜ ↄ ╖≢∆⁹ủủ ≢│ ⌐╟╢ ─⅔∕╣⅜№╡⁸ủủ ⁸ỏỏ ≢
│ ∆╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ ⅛╠─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ╢⌂≥⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓỏỏ ỏỏ ↑ ∟
↓╣│⁸ ─ ─ ≢∆⁹ủủ ─ỏỏ ỏỏ ≢│⁸ ─ ⁸₈

₉ ─ ⅜ ↄ ╖≢∆⁹ ⅝ ⅝⁸ ⅛╠─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ủủ ꜠ⱬꜟ

ה

ה

ủủ
○○○○ かわ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ
ủ ủ ủ

ゼロ点高EL=X.XXm

川の防災情報

洪水予報画面
水害リスクライン 浸水ナビ今後の雨（解析雨量、

降水短時間予報）

イメージ イメージ イメージ イメージ

氾濫危険水位
X.XX m

避難判断水位

X.XX m
氾濫注意水位

X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫危険水位
X.XX m

避難判断水位

X.XX m

氾濫注意水位
X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫発生水位
X.XX m

氾濫発生水位
X.XX m
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 │ ─  

 

 

 

 

 │ ─  
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 ⌐ ≠ↄ ─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 

 

 

 ⌐ ≠ↄ ─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 

 

 ⌐ ≠ↄ ─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 

 

 

 ⌐ ≠ↄ ─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 
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 ⌐ ≠ↄ ─

─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ⌐ ≠ↄ ─

─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 
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10 ─  

ủủ ủủ  

꜠ⱬꜟ  

 

ủủ ủủ ủủ   

 

⇔           

ủủ ≢ ⅛╠ 

ה ⌐╟╢ ⅜ ∆╢⅔∕╣ 

 

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓ ủủ  

↓╣│⁸ ─ ─ ≢∆⁹ủủ ủủ ≢│⁸ủủ ủủ ╟╡⁸

│ ⅜ ╩ ⅎ⁸ ∆╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ ⅛╠─ ╩ ∆╢≤≤

╙⌐⁸ ╩ ╢⌂≥⁸ ⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹ 

 

 

 ̧ ủủ   ủủ ủủ ủủ ủủ ủủ ủủ  

ủủ  

 ̧   ủ ủⱷכ♩ꜟ 

 ̧ ủ  ủ ủⱷכ♩ꜟ 

 ̧ Ⱨכ◒  ủ ủⱷכ♩ꜟ ủ ủ ủ  

ủủ  

 ̧   ủ ủⱷכ♩ꜟ 

 ̧ ủ  ủ ủⱷכ♩ꜟ 

ủ  ủ ủⱷכ♩ꜟ β ⅜⌂™ │ ╩  

 ̧ Ⱨכ◒  ủ ủⱷכ♩ꜟ ủ ủ ủ  

β ─ ∟ →  
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11 ⌐ ≠ↄ ─  
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12 ─ ─  

X ủủ  ꜠ⱬꜟ  

XX XX XX hh mm  

ừừ  

ủ  

ₒ ⇔ₓ 

X ≢│⁸ ⅜ ⁹ 

ₒ ₓ 

ẽẽ B ἙἙ ─ │⁸XX XX hh mm ⌐

ừ.ừừm ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

ủủ A ỪỪ ─ │⁸XX XX hh mm ⌐

ừ.ừừm ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

™╕∞ ⌂ ⌐™╢ │⁸ ∟⌐ ┼─ ⁸ ─ ⌂ ┼─

╩⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

 ⌐╟╢ ⅜ ↕╣╢ β 

ẽẽ  
ừừ B  B ─ ᵒ 

ừừ C  C ─ ᵒ 

ủủ  ừừ A  A ─ ᵑ 

β ⌐╟╢ ⅜ ↕╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ≠ↄ ─ ≢∆⁹

╛ ─ ─ ⌐╟∫≡│⁸↓─ ≢╙ ⌐╟╢ ⅜⅔↓╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

1  B ⁸C ⁸A ⌐│⁸ừừ ⅛╠ XX XX hh mm ⌐

B ừ ừm⁸C ừ ừm⁸A ừ ừm ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹   

2   

ẽẽ   ừ.ừm 

ủủ BהC  ừ.ừm 

ủủ D  ừ.ừm 

β 13 ─ 3≢ ↕╣╢ ⁹ ꜠ⱬꜟ ─

─ ⁹ 

 

™ ╦∑  

ừừ ừừ  000- 000- 0000 ủủủ 

 

 

 

 

10 ─ ─  

X ủủ   

XX XX XX hh mm  

ừừ  

ủ  

ₒ ⇔ₓ 

X ≢│⁸ ⅜ ⁹ 

ₒ ₓ 

ẽẽ B ἙἙ ─ │⁸XX XX hh mm ⌐

ừ.ừừm ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

ủủ A ỪỪ ─ │⁸XX XX hh mm ⌐

ừ.ừừm ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

™╕∞ ⌂ ⌐™╢ │⁸ ∟⌐ ┼─ ⁸ ─ ⌂ ┼─

╩⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

 ⌐╟╢ ⅜ ↕╣╢ β 

ẽẽ  
ừừ B  B ─ ᵒ 

ừừ C  C ─ ᵒ 

ủủ  ừừ A  A ─ ᵑ 

β ⌐╟╢ ⅜ ↕╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ≠ↄ ─ ≢∆⁹

╛ ─ ─ ⌐╟∫≡│⁸↓─ ≢╙ ⌐╟╢ ⅜⅔↓╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

1  B ⁸C ⁸A ⌐│⁸ừừ ⅛╠ XX XX hh mm ⌐

B ừ ừm⁸C ừ ừm⁸A ừ ừm ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹   

2   

ẽẽ   ừ.ừm 

ủủ BהC  ừ.ừm 

ủủ D  ừ.ừm 

β 13 ─ 3≢ ↕╣╢ ⁹ ꜠ⱬꜟ ─

─ ⁹ 

 

™ ╦∑  

ừừ ừừ  000- 000- 0000 ủủủ 
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13 ⌐ ≠ↄ ─ ─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 

 

 
 

14 19  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 ⌐ ≠ↄ ─ ─  

⌐ ╘╠╣√ ─ ה │ ≢№╢⅜⁸

⌐ ≠ↄ ⅝ ⌐╙ ⇔≡ ╩ ╘╢⁹ 

 

 
 

12 17  
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20 ⌐ ∆╢ ⌐ ╢ ⌂ ⅎ  

⌂ ⅎ  

 

≤ ┼─  

ₒ ₓ 

    

₈ ₉─ ⅎ ⌐≈™≡  

─ ⱨ꜡כ  

 

21 23  

 

 

 

 

 

18 ⌐ ∆╢ ⌐ ╢ ⌂ ⅎ  

⌂ ⅎ  

 

≤ ┼─  

ₒ ₓ 

 

₈ ₉─ ⅎ ⌐≈™≡  

─ ⱨ꜡כ  

 

19 21  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ה ⅜ ↕╣√√╘ 
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 ┘  

 

 

5 2 10 2   

 

10 ה 3 ה ─ ⌐ ╢  

１．本運用指針の取扱い 

│⁸ 7 12 ─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ 24 ─ 2─

─ ⁸ 25 ─ ─ ─ ⌂ ⅎ ╩ ⇔√╙─≢№╢⁹ 

24 ─ 2 ┘ 25 ─ ⌐≈™≡│ ≢ ╘╠╣╢ ≢

╘╢≤↓╤⌐╟╡ ↕╣╢↓≤≤⌂∫≡™╢√╘⁸ ╩ ─ ⁸ ─

⌐ ⇔√╙─≤⌂╢╟℮⁸ ─ ⌐⅔™≡ ≢ ⌐ ╩

℮╟℮ ╘╠╣√™⁹ 

ₒ ₓ 

 3 ─ ⌐╟╡⁸ ⅜ √⌐ ╩

≢⅝╢↓≤⅜ ↕╣⁸ ─ ⅜ ⇔≡™╢ ⌐≈™≡ ⅜ ⌐

⇔⁸ ⅝ ⌐ ⅎ≡ ╙ ╘≡⁸ ⌂ ⌐≈⌂→≡™ↄ↓≤

⅜ ⌐ ≤⌂∫≡⅝≡™╢⁹ 

⌐⅔™≡│↓╣╕≢⁸ ⅜ │ ⇔≡™╢ ⌐≈™≡⁸

⁸ ⁸ ─ │ ─ ⌐╟╢ ─ ⁸

⌐⅔↑╢ ─ ─ ─╒⅛⁸ ─

⌐ ≠⅝ ⅜ ⇔√ ⌐ ⌐ ∆╢ ─ ⌐╟╢ ⌐╟

∫≡ ⅜ ╦╣≡⅝√⁹ 

⁸ ⁸ ─ ה ─ ─ ⌐╟╡⁸ ⁸

┘ ₈ ₉≤™℮⁹ ⅜ ─ ─ ⅜

⇔√ ⌐№╢↓≤╩ⱪ♇◦ꜙ ≢ ∆╢ ⅜ ∫≡⅝√≤↓╤≢№╢⁹ 

 ┘  

 

 

5 2 10 2   
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↓℮⇔√ ╩ ╕ⅎ⁸ 7 12 ⌐ ⅜ ↕╣⁸ ─ ⌐╟╢ ⇔

™ ⅜ ⇔⁸ ─ ⅛╠ ∟⌐ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ⌂ ⌂

⌐⅔↑╢ ⌐╟╢ ─ ⅜ ↕╣⁸ ┘ ─

─ ⌐ ↕╣╢↓≤≤⌂∫√⁹ 

─ ⌐ √∫≡│⁸ ⁸ ⌐ ⅎ⁸∕─ ≤⌂╢ ─

⁸ ┘ ₈ ₉≤™℮⁹ ─ ╛ ─ ⌂≥⌐≈™≡⁸

─ ≢ ╩ ™⁸ ⌐ ╘╢↓≤≤⌂∫≡™╢⅜⁸↓─

⌐⅔™≡│⁸↓╣╕≢ ⌐ ≤ ╩ ℮

╩™™⁸ 24 ─ 2 2 ⌐ ≠⅝ ─ ה ╩ ℮

ה ⁸ 26 ⌐ ≠⅝ ─ ╩ ℮ ⁸

⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ 29 ⌐ ≠⅝ ─

╩ ℮ ╩ ╗⁸ ∂ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜ ≤⌂╢⁹ 

∕↓≢⁸ ⌐⅔↑╢ ⌂ ה ╛ ⌂ ⌐ ∆╢╟℮⁸

≢ ⌂ ⅎ ╩ ∆↓≤≤⇔√⁹ 

⌂⅔⁸↓╣╕≢╙ ─ │⁸ ─ ╘⌐ ∂≡ ╩

∆╢⌂≥⁸ ⌐│ ─ ≢ ⇔√ ╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ─

⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ╢ ╩ ∆╢ ─ ⅜ ⌐

⌐ ↕╣╢↓≤≤⌂∫√⅜⁸ ⅜ ─ ─ ─√╘⁸ ⌐⅔™≡╙

⌐⅔™≡╙ ⇔№∫≡™ↄ ⌐≈™≡│⁸ ╙ ╠ ╦╡⅜⌂™⁹ 

 

２．氾濫等の通報、決壊の通報を実施する意義について 

 ─ ┘ ─ │⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘⁸

│ ⌐╟╢ ─ ─ ─ ≤⇔≡ ↕╣╢↓

≤≤⌂╢⁹ 

ₒ ₓ 

24 ─ 2 │ 25 2 ⌐╟╡ │ ─ ╩

↑√ │⁸ 26 ⌐ ≠⅝ ∕─ ─ ⅜ ⇔√≤⅝│≢⅝

╢ ╡ ⌐╟╢ ⅜ ⇔⌂™╟℮⌐ ╘╢ ⅜№╢╒⅛⁸ 29 ⌐

≠⅝ ─ ⅜≢⅝╢↓≤≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸ 13 ─ 4⌐

≠⅝ │ ─ ╩ ↑√ │ 60 3 ⌐ ≠

⅝⁸ ─ ⅜≢⅝╢↓≤≤⌂∫≡™╢⁹ 

─ ╛ ─ ╩ ∆╢⌐ √∫≡│⁸ ⅜ ⌐

─ ╩ ℮ ≤⇔≡ ↕╣╢↓≤╩ ╕ⅎ⁸ ─ ⌐

⅔™≡ ─ ⌂ ⌂≥⌐≈™≡ ╩ ™⁸∕╣∙╣─ ⌐ ╘╢↓

≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

３．水防法第24 条の２の氾濫等の通報の基本的な考え方 

⌐╟╢ ─  
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 ─ │⁸ ─ ─ ╩ ╙ ↄ ╢ ⅜⁸

─ ≢ ≢⅝╢ ╩ ⇔≡⁸ ⌐╟╢ ⇔™ ⅜ ⇔≡™

╢≤ ╘╠╣╢≤⅝⌐⁸ ⌐ ⅜ ↕╣╢╙─≢№╢⁹ 

ₒ ₓ 

24 ─ ⌐ ≠ↄ │⁸ ⅜⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐

╟╢ ⇔™ ⅜ ⇔≡™╢≤ ╘╠╣╢≤⅝⌐ ─ ⌐ ⅜ ┬

⅜ ╕╢ ⌐ ∫√↓≤⅜ ≢⅝√ ⌐ ⁸ ∟⌐∕─ ╩

∕─ ⌐ ⇔⁸ ╩ ↑√ ╩⇔√ ⅜

│ ≢№╢ ─ ⌐№∫≡│⁸ ╩ ℮

⅜⁸∕─ ⌐╟╡ ⌂ ╩ ∏╢⅔∕╣⅜№╢≤ ╘╠╣╢≤⅝⌐

┘ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ⌐╟╡ ─ ⌐ ↄ ⅜ ┬⅔∕╣⅜№╢≤

⇔√ ⌐ ⁸ ┘ ┘⌐ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌐ ∂ ─ ╩ ╘≡⁸↓╣╩ ⌐ ∆╢╙─≢№╢⁹ 

⌐ ─ ⅜ ⌐ ╘╠╣╢↓≤≤⌂∫√ ≤⇔≡│⁸ ─

⅜ ∏╢ ⌐≈™≡│ ╩ ⇔≡ ╙ ↄ∕─ ╩ ∆╢

⅜№╢╒⅛⁸ ─ ≢ ⌂ ≢│ ∏⇔

╙ ≢⅝⌂™ ╩ ⅜ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⅛╠≢№╢⁹ 

⌐⅔™≡ │⁸ ─ ─ ≤⇔≡─ ─

≢ ⇔≡™╢ ╩ ⇔≡⁸ ⌐╟╢ ⇔™ ⅜ ⇔≡™╢≤ ╘╠╣╢

≤⅝⌐─╖ ⅜ ↕╣≡™╢⁹∕─√╘⁸ ⌐ ⌂ ⌐╟╢

╩ ≤⇔⁸ ╩ ∆╢↓≤╛ √⌐ ╛ ◌ⱷꜝ╩ ∆

╢↓≤⌂≥─ ⌂ ─ ╕≢ ╘╠╣╢╙─≢│⌂™⁹ ∟⁸

│₈ ─ ─ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ∆╢₉≤™℮ ╩ ℮⌐≤

≥╕╡⁸ ─ ─ ⅜№∫√ ≢│⌂™─≢⁸ ⌐ ∆╢

⅜ ⇔√╙─≢│⌂™⁹ ∫≡⁸ ≤⇔≡─ ⅜ ⌐ ↕╣

≡™√⌐╙ ╦╠∏⁸ ╩ ≢⅝⌂⅛∫√─≢№╣┌⁸∕╣⅜ ∟⌐₈

╩ √⇔≡™⌂™₉≤⌂╢╙─≢│⌂™ ⌐ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

╕√⁸ ⅜ ╛ ⅜ ℮ ─ ─ ≤

⇔≡ ↕╣╢↓≤⌐⌂╢↓≤⅛╠ ─ ⅜ ™ ⁸╕∞ ⌐ ┼

⅛℮↓≤≢ ╩ ╣╠╣╢ ─ ™ ╠⅜⁸ ⌐ ╩ ╘⁸ ∆

╢ ╙ ↓╡⅛⌡⌂™⁹↓─√╘⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⅜ ⌐

─ ⅜≢⅝╢╟℮ ─ ∕─╙─ ─ ↕⁸ ≢

⅜ ∆╢ ↕ ≤ ⌂≥─ ≤─ ⌐╟╢

⌂ ⁸ ─ ♃▬Ⱶfi◓─ ↕ ⌐╟╢ ⌂

⅜ ⌂ ≤⌂╢↓≤⌐ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

⅜ ℮ ─ ─ ≤⌂╢ ─  
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─ ╩ ℮ ╛ ⅜₈ ⌂ ₉⅜ ∂

╢≤ ⅎ╢ ⁸∆⌂╦∟⁸ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⌐ ╩ ┘⅛↑╢

⅜№╢ ⅜ ∆╢ ─ ╩ ─ ≤∆╢⁹ 

ₒ ₓ 

 

 

 

 

   

     

 

    2  

15

 

     

 

 H25  65 1.7m 1 

50cm 12 4

3m 2 

 

 

 

10 11
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⅜ ℮ ─ ─ ≤⌂╢ ─ ┘ ─ ⌐≈

™≡⁸ ╘

 

ₒ ₓ 

┘ ╟╡⁸ ╛ ◌ⱷꜝ⅜ ↕╣≡™╢ ⌐╙

╡⅜№╢⌂≥⁸ ─ ⅜ ─ ≤⇔≡ ╩ ∆

╢ ╩ ↄ⇔≡╙ ה ⅛╠∕─ ⌐│ ∏≤ ⅜№╢⁹╕√

⌐≤∫≡╙ ⅜ ≤⌂╢≤ ⌂ ╩╙√╠∆ ⌂ ╩ ∆⌂

≥⁸ ⌐ ⅜ ∂╢⅔∕╣⅜№╢√╘⁸ ⌐ ⌐ ⅜ ≤⌂╢╟

℮⌂ ⌐ ⇔√ ─↓⁹╢№⅜☼כ♬℮™≥™⇔╒⅜╖─ ╩ ⌐

⇔⁸↕╠⌐⁸ ꜠ⱬꜟ ─ ⅜ ╢ ⌐│ ⌂ ⅜ ╘╠╣╢

⅛╠⁸ ╩ ℮ ─ ⌂ ╛ ≤⌂╢ ⌐ ⅎ⁸∕─ ≤⌂

╢ ─ ─ ╛ ─ ⌂≥⌐≈™≡₈ ≢ ╘╢₉↓≤≢⁸

⅛≈ ⌂ ─ ╩ ℮↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

↓─√╘⁸ ⌐⅔™≡⁸ ─ ⅎ╢₈ ⌐╟╢ ⇔™ ₉

╩╙√╠∆ ≤⁸ ─ ⅎ╢₈ ⌂ ₉╩╙√╠∆ ⌐≈™≡

╩ ⇔ ™⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

 

 ⌐ ╘╢ ─ ─ ≤⌂╢ ─ ≤ ─  

 

⌐│⁸ ╛ ⅜ ≤ ⅎ╢ ─ ⌐ ⇔≡⁸

⅜ ─ ─ ≤⇔≡─ ─ ≢ ⇔℮╢ ─ ה

╩ ⇔√ ≢⁸ ⌐ ∆╢ ─ ┘ ─ ⌐≈™≡

≢ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹⌂⅔⁸ ⌐ ↕╣≡™⌂™ ─ ⌐

≈™≡ ⅜ ─ ─ ≤⇔≡ ⇔√ │⁸ 24

─ 2⌐ ≠ↄ ≢№╢⅛⌐ ╦╠∏⁸ ≢ ⇔√≤⅔╡⁸↓╣╕≢ ╡─

≤ ≤─ ⅛╠ ─ ╩ ∆╢↓≤≢ ⌂™⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ─ ≤⌂╢ ─ ┘ ─ ╩ ⌐ ╘√

│⁸►▼Ⱪ◘▬♩⌐ ∆╢ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢⁹ 

 

⅜ ⇔√ ≤ ≤─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ṕ Ṗ



【水防計画作成の手引き（水防管理団体版）】新旧対照表  

46 

 

R8.5 改訂 現行（R6.12.04） 修正理由等 

⅜ ╩ ℮ ≤⇔≡│⁸ ≢ ⇔√ ╙ ≢⅝╢

≢№╢₈ ₉≤ ∑≡ ╩ ⌐ ⌂₈ ₉╙ ≤

⇔≡ ∆╢⁹ 

₈ ה ₉│ ⅜ ™√╘ ─ ⌐ ⇔⌂™↓≤╩ ≤∆╢

⅜⁸₈ ₉₈ ₉⅜⌂™ │ ה ₉╩ ™╢↓≤≢╟™⁹

∕─ │ ⌂ ╡ ↄ─ ╩ ™≡ ─ ╩ ≈╟℮⌐ ⁹ 

ₒ ₓ 

⅜ ⌂ ─ ה ≤⇔≡│ ∆╢≤ ⁸

⁸ ה ⅜№╢⁹ 

 

ה ╛ ◌ⱷꜝ⌐╟╢ ┘ ─  

ה  ─ ⌂ ה ─ ╛ ╡═∆ה ─  

 

ה ה ⌐╟╢ ⌐╟╡ ─ ה ╩ ≤

─ ─ ╩ ╘ ↕╣≡™╢ │∕─ ╩

╗  

  ─ ⌐╟╢ ─ ─ ─  

      ─  

  ⇔√ ─♄ⱶ ─ ─ ─  

      ♄ⱶ⅛╠ủủm3/s ─  

ה ─ ┘ ⅛╠ ─ ה ╩ ╘ ⇔√

⌐ ⇔√ ≢ ─ ┘ ╩  

  ─ⱳfiⱪ╩ ⇔√ ─ ─ ─  

      ─ ⅜ủủm ─ ⌐ⱳfiⱪ─  

ה  

ה ╛ ╩ ⌐ ⸗♦ꜟ⌐╟╡ ─ ה ╩  

ה  ⌐ ⌂ ⅛╠ ה ╩  

  ─ ⌂ ⅛╠ ─ ╩  
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₈ ה ₉╩ ™╢↓≤≢╟™

⌂ ╡

ↄ─ ╩ ™≡ ─ ╩ ≈╟℮⌐

 

 

─ ⌐ ™╢

 

 

 ─ ⌐ ™╢   

  

 

 ⁸ ⁸ ה ─ⱷꜞ♇♩ ┘♦ⱷꜞ♇♩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ṕ

Ṗ

ṕ
Ṗ

ṕ Ṗ

・
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４．水防法第 25 条の決壊の通報の基本的な考え方 

│⁸ ╩ ⌐ ╩ ™⁸∕─ ⌐ ∕─ ─

╩ ⇔√ ⌐ ╩ ℮↓≤≤⌂∫≡™╢⁹ ⅜ ℮

─ ─ ≤⌂╢ ─ ┘ ─ ⌐≈™≡

 

ₒ ₓ 

│⁸ ⅛╠ ⅜ ↕╣√ │⁸ ─ ┘

╩↕╠⌐ ⌐⇔⁸ ╩ ≤⇔≡ ╩ ℮↓≤≤⌂∫≡™╢

─ ⅝ 10.2 ┘ ╩ ⁹∕─ ─ ⌐⁸

⁸♄ⱶ∕─ ─ ⅜ ⇔√≤⅝│⁸ 25 ⌐ ≠⅝ │⁸

∟⌐ ∕─ ⌐ ╩ ℮↓≤≤⌂∫≡™╢⁹ 7 ─

⌐╟╡⁸ √⌐ ⌐╟╢ ─ ⅜ ↕╣√↓≤╩ ╕ⅎ⁸

⅜ ⁸ ≢⅝⌂™ ╩ ⌐ ⅜ ≢⅝╢╟℮⌐∆╢↓

≤⅜ ה ≢№╢√╘⁸ ⅜ ℮ ─ ─ ≤⌂╢

─ ┘ ─ ⌐≈™≡ ≢ ∆╢ ⌐⁸ ∑≡ ⅜

⌐ ╩ ℮ ╩ ╘≡ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

⌂⅔⁸ │ ⌐╟╢ ─ ⅜№∫√ │⁸

─ ה ─ ⅛╠⁸ │ ∟⌐ ╩ ™⁸

25 ⌐ ≠ↄ │⁸ ⌂ ≢ ◌ⱷꜝ ⌐╟╡ ⁸∕─ ─ ─

│ ה ╩ ≢⅝√ ─╖ ℮⁹ 

 

５．氾濫等の通報の対象となる河川等の区域及び通報の基準等の見直し  

⅜ ℮ ─ ─ ≤⌂╢ ─ ┘ ─ ⁸

⅜

 

 

⅜ ℮ ─ ─ ≤⌂╢ ─ ┘ ─

⁸ ⅜
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10  ─ ⌐╟╢꜠ⱬꜟ  

ủ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇔

꜠ⱬꜟ

↔≤─ ꜠ⱬꜟ ─ │⁸ ─ ─

↑ ∟ ↔≤─ ꜠ⱬꜟ ⌐ ≠™≡⁸∕╣∙╣─ ⌐╟╢ ⅜

↕╣╢ ⅜ ╕╣╢ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢╙─≢∆⁹

꜠ⱬꜟ ─ ⌐≈™≡[ ►▼Ⱪ◘▬♩ ]

https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/pc/term?key=hayamihyo

™≤↓╤≢│ ⌐00Ⱶꜞ─ ⅜ ∫≡™╕∆⁹

↓─ │ ↓─ ⅜ ↄ≢⇔╞℮⁹

╕√│

m

m

↑ ∟

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ⁸ ─ ╩ ⇔√™ │↓∟╠

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ─ ⅜ ↕╣╢ ╩ ╡√™ │↓∟╠

™ ╦∑
 ủủ  ủủ  XXX-XXX-XXXX

 ủủ  XXX-XXX-XXXX

─ ⁷
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ꜞ☻◒ꜝ▬fi https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

♫ⱦ
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢↑ ∟

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢

─ ⁸
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ

X.XX

꜠ⱬꜟ

ỏỏ

ỏỏ

꜡♀ה ⌐ ∆╢ ⁷https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/kwb_apend/html/reference.html

ủủ ỏỏ

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

01:00 02:00 03:00 04:00 05:00 06:00

꜠ⱬꜟ

ủủ

ủủ

00
00:00

04:00 05:00 06:00

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

00
00:00 01:00 02:00 03:00

00 00 00 00 00 00
╕≢─

00 00 00 00 00 00
╕≢─ ─ ╖

ủủ ủủủⱵꜞ ủủⱵꜞ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

ủủ -

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

ủủ -
ỏỏ

꜠ⱬꜟ ⁷

│ ⇔≡™╢⅔∕╣ ꜠ⱬꜟ

ה

ה

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ

ủ ủ
かせんじむしょ

ủ ủ
ちほう きしょう だい

ủủ ≢│⁸ ⇔≡™╢⅔∕╣
─⅔∕╣⅜№╢ ủủ ủủ ↑ ∟

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓủủ ủủ ↑ ∟
⅜ ⇔≡™╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ủủ ─ủủ ủủ ≢│₈ ₉⌐

⇔╕⇔√⁹ủủ ≢│ ⅜ ⌐ ⇔≡™╢ ⅜№╡⁸ủủ ⁸ủủ ⁸ủủ ≢│ ⇔≡™╢
⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ ∟⌐⁸ ⅛╠─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ╢⌂≥⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓỏỏ ỏỏ ↑ ∟
↓╣│⁸ ─ ─ ≢∆⁹ủủ ─ỏỏ ỏỏ ≢│⁸ ─ ⁸₈

₉ ─ ⅜ ↄ ╖≢∆⁹ ⅝ ⅝⁸ ⅛╠─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ủủ ꜠ⱬꜟ / ꜠ⱬꜟ

ủủ
○○○○ かわ

꜠ⱬꜟ /
꜠ⱬꜟ

ủ ủ ủ

ゼロ点高EL=X.XXm

川の防災情報

洪水予報画面

水害リスクライン 浸水ナビ今後の雨（解析雨量、

降水短時間予報）

イメージ イメージ イメージ イメージ

氾濫危険水位

X.XX m

避難判断水位

X.XX m

氾濫注意水位
X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫危険水位
X.XX m

避難判断水位
X.XX m

氾濫注意水位
X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫発生水位
X.XX m

氾濫発生水位
X.XX m
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⇔

꜠ⱬꜟ

↔≤─ ꜠ⱬꜟ ─ │⁸ ─ ─

↑ ∟ ↔≤─ ꜠ⱬꜟ ⌐ ≠™≡⁸∕╣∙╣─ ⌐╟╢ ⅜

↕╣╢ ⅜ ╕╣╢ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢╙─≢∆⁹

꜠ⱬꜟ ─ ⌐≈™≡[ ►▼Ⱪ◘▬♩ ]

https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/pc/term?key=hayamihyo

™≤↓╤≢│ ⌐00Ⱶꜞ─ ⅜ ∫≡™╕∆⁹

↓─ │ ↓─ ⅜ ↄ≢⇔╞℮⁹

╕√│

m

m

↑ ∟

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ⁸ ─ ╩ ⇔√™ │↓∟╠

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ─ ⅜ ↕╣╢ ╩ ╡√™ │↓∟╠

™ ╦∑
 ủủ  ủủ  XXX-XXX-XXXX

 ủủ  XXX-XXX-XXXX

─ ⁷
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ꜞ☻◒ꜝ▬fi https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

♫ⱦ
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢↑ ∟

⁷ủủ ủủ ⅛╠ủ
ủủ ╕≢

⁷ỏỏ ỏỏ ⅛╠ỏ
ỏỏ ╕≢

─ ⁸
https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ

X.XX

꜠ⱬꜟ

ỏỏ

ỏỏ

꜡♀ה ⌐ ∆╢ ⁷https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/kwb_apend/html/reference.html

ủủ ỏỏ

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

01:00 02:00 03:00 04:00 05:00 06:00

꜠ⱬꜟ

ủủ

ủủ

00
00:00

04:00 05:00 06:00

X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX X.XX

00
00:00 01:00 02:00 03:00

00 00 00 00 00 00
╕≢─

00 00 00 00 00 00
╕≢─ ─ ╖

ủủ ủủủⱵꜞ ủủⱵꜞ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

ủủ -

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

ủủ -
ỏỏ

꜠ⱬꜟ ⁷

│ ⇔≡™╢⅔∕╣ ꜠ⱬꜟ

ה

ה

ủủ ỏỏ

ủủ ủủ

ủ ủ
かせんじむしょ

ủ ủ
ちほう きしょう だい

ủủ ≢│⁸ ⇔≡™╢⅔∕╣
─⅔∕╣⅜№╢ ủủ ủủ ↑ ∟

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓủủ ủủ ↑ ∟
⅜ ⇔≡™╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ủủ ─ủủ ủủ ≢│₈ ₉⌐

⇔╕⇔√⁹ủủ ≢│ ⅜ ⌐ ⇔≡™╢ ⅜№╡⁸ủủ ⁸ủủ ⁸ủủ ≢│ ⇔≡™╢
⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ ∟⌐⁸ ⅛╠─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ╢⌂≥⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓỏỏ ỏỏ ↑ ∟
↓╣│⁸ ─ ─ ≢∆⁹ủủ ─ỏỏ ỏỏ ≢│⁸ ─ ⁸₈

₉ ─ ⅜ ↄ ╖≢∆⁹ ⅝ ⅝⁸ ⅛╠─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸
⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

ủủ ꜠ⱬꜟ / ꜠ⱬꜟ

ủủ
○○○○ かわ

꜠ⱬꜟ /
꜠ⱬꜟ

ủ ủ ủ

ゼロ点高EL=X.XXm

川の防災情報

洪水予報画面

水害リスクライン 浸水ナビ今後の雨（解析雨量、

降水短時間予報）

イメージ イメージ イメージ イメージ

氾濫危険水位

X.XX m

避難判断水位

X.XX m

氾濫注意水位
X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫危険水位
X.XX m

避難判断水位
X.XX m

氾濫注意水位
X.XX m

ゼロ点高
EL=X.XXm

氾濫発生水位
X.XX m

氾濫発生水位
X.XX m
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ủ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ
https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/pc/term?key=hayamihyo ꜠ⱬꜟ

ẽ ↕╣√ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ⇔√™ │↓∟╠

ẽ ─ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ẽ ─ ⅜ ↕╣╢ ╩ ╡√™ │↓∟╠

ủ ủ

ủủ
○○○○ かわ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

ủ

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓủủ ừừ ỏỏ
⅜ ⇔≡™╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ủủ ─ủủ ừừ ỏỏ ≢│⁸ ⅜

⌐ ⇔≡™╢ ⅜№╡⁸ừừ ⁸ỏỏ ≢│ ⇔≡™╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ ∟⌐⁸
⅛╠─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ╢⌂≥⁸ ⌂ ╩≤∫≡ↄ

∞↕™⁹

꜠ⱬꜟ

ה

ה

ủủ

ủủ

꜠ⱬꜟ ⁷

⇔≡™╢⅔∕╣

ủủ

─ ⁷ https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

ỏỏ

↔≤─ ꜠ⱬꜟ ─ │ ↔≤─
꜠ⱬꜟ ⌐ ≠™≡⁸∕╣∙╣─ ⌐╟╢ ⅜ ↕╣╢ ⅜
╕╣╢ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢╙─≢∆⁹
꜠ⱬꜟ ─ ⌐≈™≡[ ►▼Ⱪ◘▬♩ ]

ủủ ⁷ẽẽẽ ừừ ỏỏ

↑ ∟ │ẼẼ ββ⅛╠ẽẽ ỪỪ

ꜞ☻◒ꜝ▬fi https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

♫ⱦ https://XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

™ ╦∑
 ủủ  ủủ  XXX-XXX-XXXX

水害リスクライン 浸水ナビ

イメージ イメージ イメージ

川の防災情報

水位到達情報画面
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ủ∕─   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₒ ꜠ⱬꜟ ₓủủ ừừ ỏỏ
⅜ ⇔≡™╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ủủ ≢│⁸ ⅜ ⌐ ⇔≡™╢ ⅜№╡⁸ừ

ừ ⁸ỏỏ ≢│ ⇔≡™╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ ∟⌐⁸ ⅛╠─ ╩ ∆╢≤
≤╙⌐⁸ ╩ ╢⌂≥⁸ ⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹

™ ╦∑
 ủủ  ủủ  XXX-XXX-XXXX

ủủ
○○○○ かわ

꜠ⱬꜟ

꜠ⱬꜟ

ủ ủ
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10  ─ │ ─  

ủủ ủủ  ꜠ⱬꜟ  

ủủ ủủ ủủ ủủ ủủ  

ủủ  

ₒ ⇔ₓ 

ủủ ủủ ≢│ ⅜  

ₒ ₓ 

  ủủ ─ủủ ≢│⁸ủủ ủủ ủủ ⌐

×.××m ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

  │ ⅛╠─ ⌐ ™⁸ ∟⌐

─ ⌂ ╩≤∫≡ↄ∞↕™⁹ 

   

 

  ủủ ủủ ủủ ủ ủ ủ  

    ỏ.ỏỏm 

    ×.××m 

   ─ ≢ ↕╣╢ ⁹ ─

⌐ ∆╢ ╩ ╘╢  

   ─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅜ ─ ╩ ℮

⁹ ─ ⌐ ╩ ╘╢  

   ⌐ ─ ⅜ ∂√ ⌐⅔™≡⁸ ∕─ ─ ⌐

╩ ≢⅝⌂™↓≤ │ ∕─ ─ ⅛╠ ∕─ ─

─ ⌐ ╩ ≢⅝⌂™↓≤⌐╟╢  

™ ╦∑  

ủủ   000- 000- 0000 ủủủ 
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10  ─ ─  

X ủủ  ꜠ⱬꜟ  

XX XX XX hh mm  

ừừ  

ủ  

ₒ ⇔ₓ 

X ≢│⁸ ⅜ ⁹ 

ₒ ₓ 

│ ◌ⱷꜝ⌐╟╡ ╩ ⇔√  

 X ủủ ─ A ἙἙ ⌐⅔™≡⁸ ⌐╟╢ ⅜ ⇔╕⇔√⁹ 

─ ≢ ⇔≡™╢ ⅜ ⌐ ⇔√

 

X ủủ ─ A ἙἙ ≢ ⇔≡™╢ ⅜⁸XX XX hh

mm ⌐ A ἙἙ ─ ừ.ừừm ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

ה ─ ⌐ ⅜ ⌐ ⇔√ ⁸

ה ⅜⌂ↄ⁸ ⸗♦ꜟ⌂≥⌐╟╡ ⅜ ⌐ ∆╢

⌂≥ ─ ה ─ ⅜ ™≤ ⇔√  

X ủủ ─ A ἙἙ ─ ⅜⁸XX XX hh

mm ⌐ A ἙἙ ─ ừ.ừừm ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

 

™╕∞ ⌂ ⌐™╢ │⁸ ∟⌐ ┼─ ⁸ ─ ⌂ ┼─

╩⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

⌐╟╢ ⅜ ↕╣╢ β 

ừừ A  A ─ ᵑ 

ừừ B  B ─ ᵒ 

ừừ C  C ─ ᵑ 

β ⌐╟╢ ⅜ ↕╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ≠ↄ ─ ≢∆⁹

╛ ─ ─ ⌐╟∫≡│⁸↓─ ≢╙ ⌐╟╢ ⅜⅔↓╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

1  A ⁸B ⁸C ⌐│⁸ừừ ⅛╠ XX XX hh mm ⌐꜠ⱬꜟ

A ừ ừm⁸B ừ ừm⁸C ừ ừm ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹   

 

™ ╦∑  

ừừ ừừ  000- 000- 0000 ủủủ 
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10 ה  ה ─   

⌐╟╢ ─ ─  

 

 

⌐╟╢ ─ ─℮∟⁸ ⌂ ╩∆╢

─  

 
 

10 ה 3 ─  

⌐⅔↑╢ ה ─  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○県水防本部 ○○建設事務所

○○県警察本部

国土交通省
○○川上流河川事務所

水防管理者（○○市）
水防団長
消防機関の長
水防協力団体の代表者

国土交通省
○○川下流河川事務所

住民（○○市）

住民（□□市）

住民（△△町）

△△町（水防）

△△町（避難）

水防管理者（□□市）

□□市（避難）

○○市（避難）

□□県水防本部 □□土木事務所

住民（××市）

水防管理者
（××水防事務組合）

××市（避難）

○○県○○警察署

□□県警察本部 □□県□□警察署

国土交通省
○○地方整備局

関係者（道路管理者等）

関係者（道路管理者等）
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ה ⌐╟╢ ─ ─  

 

   

⌐╟╢ ─ ─  
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⌐╟╢ ─ ─  

 

 

⌐ ⇔ ⇔√ ─ ⌐ ╢  

 

  

 

 

14 1 17 6  
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